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モーターボート競走は、第2次世界大戦に 

より壊滅的な打撃を受けた海運・造船関係の 

復興を図るという遠大な構想と、危機に瀕し 

ている地方財政に寄与したいとの念願から、 

笹川良一会長によって発案され、非常な難産 

ではあったが、多くの政界、官界、民間人の 

方々の協力を得て、昭和26年6月18日、モー 

ターボート競走法の制定公布へ、翌27年4月 

6 日に初開催（長崎県大村競走場）へと歩み 

出した。 

しかしながら、開催当時は、先行していた 

公営競技に騒擾事件等が発生し、社会問題に 

まで発展しそうであったことなどから後発の 

モーターボート競走に対する世論は厳しく、 

売上も思うにまかせなかった。関係者にとっ 

ては文字どおり多難の日々が続いた。 

それでも、昭和30年代の初期頃になると、 

フアンの熱い支持、関係者の懸命な努力によ 

って、ようやく安定的な売上が得られるよう 

になっていく〇 

モーターボート競走の売上が急激に伸びは 

じめるのは、競走法力TI寺限立法から恒久法化 

された、昭和37年頃からであるo 次いで昭和 

40年代を超高速で走り抜けると、昭和50年度 

には総売上lJヒ1,700億円、入場人員、4,501 

万人を記録し、一気に公営競技界のトップへ 

と躍進するo 

昭和50年代は、日本経済そのものが10数年 

間の急成長時代から安定成長の時代へと移行 

したこともあり、モーターボート競走の売上 

は1桁の伸びへと“金刺ヒ”はするものの、そ 

の順調さは変わらず、昭和55年度には総売上 

1 JE6,300億円を記録し、過去最高売上を達成 

するo 

ところが、昭和56年後半になると、上昇線 

をたどり続けた「売上」に減少傾向が現れは 

じめるのである。モーターボート競走は“法 

制定”以来30周年を迎えようとしていた。 

企業の「30年周期説」によっていうなら、 

モーターボート競走業界はまさにその時期に 

到達した～といえよう。ともあれ、業界の隆 

盛がこのまま将来にわたって順調に推移して 

いくのは非常に困難と思われ、それはまた、 

他の公営競技においても同様であった。 

共に大きな曲がり角を迎えた公営競技は、 

かくて、共存共栄の時代から競争の時代へと 

突入していくのである。 

戦後も30年余、“豊かな社会”の到来は人々 

の暮らしを大きく変えた。中でもレジャーに 

対する意識はかつてないほどの変化を見せた 

と言ってよいo より個性的、より多様化 よ 

り利便…へ、その追求はいよいよ本格化へと 

向かいつつある時代であった。 

こうした情勢のもと、今後ますます多種多 

様化するであろうレジャー産業の中で、モー 

ターホート競走はいかに発展していくか・・・〇 

当然のことなから、時代に即した運営システ 

ムに改善していかなければならない。また、 

そのためには既成の概念や制度・規程等の制 

約にとらわれ過ぎることなく、思い切った発 

想の転換、長期にわたる一貫性のある施策を 

たてることが何よりも必要である。 

このため業界は、売上、入場人員の不振原 

因を厳しく究明し、社会晴勢の変化に対応し 

た適切、かつ合理的な売上向上対策をたてて 

モーターボート競走の長期発展を図るへく、 

昭和57年3月、フアン拡大推進委員会を設置 

した。 

フアン拡大推進委員会の当面の目標は、売 

上、入場人員の減少に歯止めをかけるため、 

あらゆる施策の見直しを行っていくーという 

ものであったo たとえば、前日発売、早朝外 

向前売発売、 4大特別競走の特別発売、サマ 

ータイムレース、オール女子レース、等々。 

こうして関係者の必死の努力は続くが、そ 

の後も売上、入場人員の“低迷”は変わらず 

昭和59年度には売上l JL3,960億円、入場人員 

&460万人となる。 

しかし、昭和60年に入ると、折からの好景 

気を背景に、これら施策の効果がようやく見 

えはじめ、売上も上昇傾向を示しはじめるの 

であるo 

昭和60年代～それは、モーターボート競走 

にとって「稀有な時代」でもあった。 

まず、昭和60年には業界初の電話投票制度 

が導入され（平和島＝5月、住之江＝11月） 

るo また、同年9月には、施行規則の一部が 

改正されて業界待望の場外発売場の設置が可 

能となるo もっとも、「場外発売場の設置」に 

はかなりの時間を要し、解決すべき問題も多々 

あったため、とりあえずは“競走場を利用し 

煉郭耕寺別場間場外発売”というかたちで、 

実施は翌昭和61年3月からとなったo 

次いで、昭和61年8月には、業界初の専用 

場外場「ホートピア丸亀」がオープンし、場 

外時代の幕開けを告げるのである。 

さらに業界にとっては第2号となる本格的 

専用場外発売場「ボートピア姫路」が、平成 

2年12月に竣工し、平成3年1月9日にオー 

プン、好評を博したo 

一方、これら施策が推進されるに伴って、 

売上は順調に推移し、平成2年度には過去最 

高の2 JE 1,934億円を記録する。 

モーターボート競走は、昭和56年から数年 

モーターボート競走売上一覧表 

博目 
年度＼ 

開催日数 

（日） 

；三与 ト 
ノし 」一 入 場 人 員 一 日 平 均 

金 額 

（百円） 

前年比 

(%) 
入場者数 

（名） 

前年比 

(%) 

売 上 

（百円） 

前年比 

(%) 

入場人員 

（名） 

前年比 

(9/s) 

昭和50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

平成1 

2 

4,032 

4,044 

4,104 

4,152 

4.152 

4,152 

4,152 

4.192 

4,194 

4,212 

4,212 

4.224 

4,208 

4.194 

4.236 

4,248 

1,174,533,764,6 

1, 258, 281, 790, 0 

1,369,635,251,5 

1,450,752,656,3 

1,555,296,384,2 

1,630,961,345,2 

1,564,001,969,6 

1,529,501,435,0 

1,455,691,127,3 

1,396,035,542,6 

1,429,208,662,6 

1,496,973,432,5 

1,590,673,908,1 

1,687,665,902,3 

1,958,867,823,9 

2,193,468,291,3 

8.9 

7.1 

8.8 

5,9 

7.2 

49 

△ 4.1 

△ 2.2 

△ 4.8 

△ 4.1 

2.4 

4,7 

6.3 

6.1 

16.1 

12.0 

45,007,394 

44,131,796 

44,749,410 

44,286,449 

44,110,621 

44,333,003 

41,108,452 

38,328,907 

35,746,820 

34,605,208 

34,158,819 

34,447,853 

33,786,272 

33,196,537 

34,101,815 

34,760,215 

L3 

△ 2.0 

L4 

△1.0 

△ 0.4 

0.5 

△7.3 

△ 6.8 

△6.7 

△3.2 

△ 1.3 

0.8 

△1.9 

△1.7 

2T 

1.9 

291, 303, 0 

311,147,8 

333, 731,8 

349,410,6 

374,589,6 

392,813,4 

376,686,4 

364,861,9 

347,089,0 

331,442,4 

339,318,3 

354,397,1 

378, 011,8 

402,400,1 

462,433,4 

516,353,2 

7.8 

6.8 

7.3 

4.7 

7.2 

4.8 

△ 4.1 

△ 3.1 

△ 4.9 

△ 4.5 

2.4 

0.8 

6了 

6.5 

14.9 

11.7 

11,163 

10,913 

10,904 

10,666 

10,624 

10,678 

9,901 

9,143 

8,523 

8,216 

8,110 

8,155 

8,029 

7,915 

8,050 

8,183 

0.3 

△ 2.2 

△ 0.1 

△2.2 

△ 0.4 

0.5 

△7.3 

△ 7.7 

△ 6.8 

△ 3.6 

△1.3 

0.6 

△1.5 

△ 1.4 

L7 

1.7 
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間にわたる「冬の時代」を経験し、それを乗 

り越えて今日に至ったo 

そして、いままた新たな目標、さらなる飛 

躍を目指し、関係者の努力は営々と続けられ 

ている。 

麟鷺轟麟麟麟鷺難議麟麟 

売 上 

で業界は、本当にお客様のニーズに対応して 

いたか、その期待に十分に応えていたか～を 

改めて真剣に考え、あらゆる施策の見直しと 

その積極的な実行をしていく」ことを約束し 

た。 

麟お客様の望む時間に麟 

ウィークディの午前9時から午後5時まで 

を仕事、その後の時間と日曜、祭日を余暇に 

当てるーというのがごく普通の一般の人々の 

暮らし・・・と言えよう。 

ところが、モーターボート競走では、競走 

場における舟券発売時間を、曜日に関係なく 

"10時すぎから15時頃まで”としている。つ 

まり、競走を楽しみたいと思っても「舟券を 

買う」のが難しい状況になっているのである0 

そこで、一般の人々が余暇に当てる時間内 

で、たとえばウィークディならナイターを、 

あるいは昼休みカ叫舌用できる場外施設を多数 

備える、さらには電話で投票ができるように 

する～などの施策が考えられるo また、こう 

した“便利さ”が講じられてこそ、モーター 

ボート競走は日調充に合った条件を備えること 

ができるのである。 

だが、現行のモーターボート競走法は、施 

行規則で場外発売を禁止しており、その実現 

～すくなくとも早期実施はすこぶる困難であ 

った。 

そこで注目されたのが、従来から実施され 

ている「前売発売」である。 

前売発売は、入場料を払って競走場内に入 

られたお客様で、個人的事由などにより途中 

で帰らなければならないという方々のために 

れを経済不況による一時的なものーと考える 

関係者も多く、その対応ぶりは決して素早い 

ものとは言えなかった。 

このため連合会は、 9月に入るや、各地競 

走会会長の出席を仰いで「競走会会長会議」 

を開催。最近の売上、入場人員の著しい減少 

は、決して一時的な現象といえるものではな 

く、競艇が世の中の変化に対応しきれていな 

いことが表面化したものと考えるべきであり、 

極めて憂慮すべき状況である、との考察を報 

告した。 

同会議は、おおむね以下のような内容で進 

められ、出席者は対処すべき点を確認し合った。 

〇競走会会長会議 

競走の草創期において連合会、競走会は、 

競走運営の専門家として、そのすべての面で 

先導的な役割を果たしてきたo 

時代が経過するとともに、選手の技量は向 

上し、施行者はそれぞれ専門的知識を習得、 

施設、設備は整備されていった。これに従う 

ように、連合会、競走会は、本来の業務であ 

る競技の運営に専念するところとなり、いま 

や競技運営の専門家になりきっている傾向さ 

えあるo 

しかし、この危機を迎えて、もう一度創業 

の時点に立ち戻り、広い視野から社会におけ 

る業界の役割、立場を再認識し、全方位的に 

あらゆる分野に関して積極的に参画し、全関 

係者が危機意識を持って業界の長期発展のた 

め、業務を推進していくこととする。 

次いで「業界は、 “いつでも、どこでも、 

おもしろい競走”を戦略のキーワードに、こ 

の低迷する時期を冷静に見つめていかなけれ 

ばならない。そのためにもいま一度、これま 

をーつにして、新たな観点から、現行の競走 

運営を見直し、業界30年の歴史を土台として 

さらに将来への展望を開く起点としたいーと 

いうのである。それが『競艇元年』の概念で 

あった。 

時代の変化や流れに乗り切れず衰退してい 

った企業は多い。世の中の流れを無視して、 

あるいは、漠然と時勢を静観するだけでは、 

企業の繁栄は絶対にあり得ないのだ。 

それはモーターボート競走においても、例 

外ではない。団体、あるいは組織というのは 

社会の変化にどのように対応していくか～が 

生き残る条件であり、また発展する条件でも 

あると言ってよかろう。 

そしてその基本に還るとき、『競艇元年』の 

提唱は、まさに時を得た慧眼であった。 

・W
一” 

昭和56年6月、業界は法制定30周年を迎えた。 

連合会笹川会長は、「30周年というのは、ひ 

とつの企業力槍甘業、成長、成熟という段階を 

経て、いよいよ項点に達する時期に当たり、 

非常に重要な節目といえる。企業が未来に向 

かって、さらに大きく成長するためには、こ 

の“節目”を新たな出発点としなければなら 

ないo すなわち今後の歩みが、これまでの30 

年の延長であってはいけない」として、本年 

を『競艇元年』とする考え方を提唱。全関係 

者に意識の改革と、積極的に新施策を打ち出 

すことを求めた。 

過去30年間にわたる競艇関係者の努力と功 

績は、大いに評価できるものではあるが、世 

の中は日々刻々と変化している。時代に合っ 

た、大いなる発展が、過去や現在の延長紡け二 

にあるとは考えられないo “フアンあっての 

モーターボート競走”という、創業以来不変 

の基本理念のもとに、これからのモーターボ 

ート競走はいかにあるべきかを再認識し、心 

、がげ’二声嚇弾 

競艇元年の提唱を契機に、関係者は、昭和 

56年7月、競走運営全般の見直しを行うべく 

「モーターポート競走運営懇談会」を開催o 

新たな観点から、発売形態にかかわる諸問題 

について検討を開始する。 

しかし、 “事態”は考えていたよりも早く 

悪いJ帥美を示しはじめるのである。 

これまで横這いを続けていた売上に、この 

ころから減少傾向が見えてきた。しかも、こ 
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それ以降のレースもお楽しみいただけるよう 

便宜を図ったものであるo 

この前売発売システムを、さらに充実させ 

ていこう・・・との考えが、ここで急浮上してい 

くo 

1 前日発売（昭和57年3月～) 

前日発売は、翌日の出走表を早期に公表す 

ることにより舟券を前日に発売するもので、 

来場されたお客様で、翌日は来られないが舟 

券は買×Pておきたいという方のためのもので 

あるo したがって、今後、より多くのお客様 

に満足していただくためには、「前検日の発売」 

や、ウィークディの「発売締切時間の繰り下 

げ」なども考えられるo 

前日発売が初めて実施されたのは、昭和57 

年3月、下関競走場で開催された第17回鳳風 

賞競走（現総理大臣杯競走）で、臨時的に初 

日の競走の勝舟投票券の発売を前検日に実施 

したo その後、常設的に蒲郡（S.58.11)、常滑 

(S.59 .2)、三国（S.59.2)、下関（S.59.5）が 

それぞれ実施しているo 

さらに、昭和63年4月29日からは福岡競走 

場において、 “画期的な時間”で実施される 

こととなったo これは、“出走表の公表時から 

19時30分まで”前日発売を行うーというもの 

で、社会的環境の夜型移行に対応するととも 

に、サラリーマンの退社時間等をも考慮する 

など、ファンのため、より利便を図ったもの 

として好評を博したo 

この「発売締切時間の繰り下げ」発売は、 

その後戸田競走場でも臨時的ではあるが、平 

成元年9月28日からの周年競走開催時、 「17 

時30分から20時まで」の発売として実施され 

た。また、その他にも、 5大特別競走等ビッ 

グレース開催時には、浜名湖、住之江、丸亀、 

芦屋競走場で、臨時的に発売されたこともあ 

る o 

前日発売は、運営者サイドから見れば業務 

繁雑の割にメリットが少なく、地元対策や組 

合（従業員）対策も必要とされたが、それより 

も何よりも、これからはお客様の利便を考慮 

していくことがまず第一であったo 

2 早朝外向前売発売（昭和57年3月～) 

モーターボート競走における「前売発売」 

は、早期より実施されていたo しかし発売所 

が場内に設置されているため、一旦入場料を 

払って場内に入らなければ買うことはできな 

い。ファン～とくに前売投票券の購入のみを 

目的に来場するフアンにとっては、時間的に 

も何かと不便な状況にあったo 

連合会は、前売発売に関するこうした不便 

を解消すべく、監督官庁である運輸省の指導 

を受けて、前売発売所の窓口を“外向き”に 

した。入場料を払わなくとも投票券が購入で 

きるようにしたのであるo 

関係者の中には、 「売上の向上に大きな期 

待はできない」として反対する意見も強くあ 

ったが、お客様相手の商売で、朝10時頃から 

午後4時頃までしか店を開けない商店など無 

く、 ましてやライフスタイルの個性化がいわ 

れる現代にあって、生き残っていくためには 

やはり、こうした“柔軟陛”は必要不可欠で 

あった。 

時代のニーズに一歩近づいたとも言えるこ 

の発売方式は、開催当日、舟券を購入したく 

ても開催時間帯に来場できないお客様のため 

のものである〇 

その中で、朝早くわざわざ競走場へ来てく 

ださるお客様のために、ということでスター 

トしたのが「早朝外向前売発売」であったo 

早朝外向前売発売か初めて実施されたのは 

前日発売同様、昭和57年3月、下関競走場で 

開催された第17回鳳鳳賞競走においてであっ 

たが、昭和57年から昭和60年にかけて、尼崎 

競走場を除く23場に、「外向前売発売所」が設 

置された。 

早朝外向前売発売については、労務対策上 

の問題等もあったが、お客様のためーという 

ことで踏み切られたのであるo 以後、午前7 

時30分の発売開始を中心に各競走場で実施さ 

れているo 

売上も順調で、平成元年度では、358億円余 

と驚異的な実績を示すなど、この策がいかに 

時代のニーズに即したものであったかを、如 

実に物語っているo 

3 サマータイムレース（昭和58年7 月23日～) 

他公営競技がそうであるように、モーター 

ボート競走業界は30年来、レースの開催は昼 

間行うものと考え、その間に来場可能なお客 

様だけを対象として開催を続行してきたo 

しかしいまや、モーターポート競走をより 

多くの方に楽しんでいただくためには「ナイ 

ター」をさえ考えるべき時代となった〇ナイ 

ターレースは、モーターボート競走に革命を 

もたらす要素を持っている、といっても過言 

ではない。 

たとえば入場人員の増加を考えるとき、従 

来どおりの朝10時頃から午後4時頃までの開 

催では、どんなに努力してもきわめて困難で 

あったo なぜなら、一般のお客様にとってそ 

の時間帯は、非常に“来場し難い”時間なの 

であるo 

新しいファンを呼ぶためにも、開催時間の 

柔軟化は急務と思われたo そのためにはまず 

日照時間の長い夏場だけでも、勤務を終えた 

サラリーマンの方たちに、たとえ1・2レー 

スでも楽しんでいただくという配慮が必要で 

あろうo 

だか、いずれにせよ、ナイターレースの早 

期実現は無理と思われた〇そこで考えられた 

のが「サマータイムレース」である。可能性 

は大きい。 

こうして、公営競技界初のサマータイムレ 

ースは、昭和58年7月23日から4 日間、下関 

競走場で実施された〇 

この企画の実施に当たっては、地元官署へ 

の協力要請、周辺住民対策、交通問題など、 

多くの解決しなければならない問題もあった 

が、下関競走場関係者のなみなみならぬ努力 

により、成し得たのであったo 

以後、開催条件が整った競走場から順次、 

サマータイムレースは実施されていくことと 

なる。 

4 電話投票（昭和50年5月28日～) 

限りある時間の中でレジャーが多様化して 

いるいま、お客様を1日中レース場に拘束す 

るような環境は、誰にも歓迎されないo 

電話投票は、日頃、競走場へ気軽に足を運 

中 L 
ワ1】 ー」二 

96 97 



ぶことのできない遠隔地のお客様や、舟券を 

購入したくても都合で競走場へ行けないとい 

うお客様のため、“いつでも、どこでも、フア 

ンの望む時間に”電話一本で、舟券を購入で 

き、競走を楽しむことができるように、との 

配慮から実現したo 

初の実施は昭和60年5月26日、平和島競走 

場においてであった。 

その後、電話投票は各競走場で採用されて 

いくが、その一方では情報の不足、電話投票 

の対象場が限られる等、問題点もでてきてい 

る。 

したがって今後、この電話投票を充実させ 

ていくためには、①清報の充実 ②複数場の 

共同利用をはじめ、全国一元化を図っていく 

③会員の拡充 等がカギになってくるであろ 
、 

つ o 

時間に追われるこの時代、電話投票の利用 

はますます増えることが予想される。ほかに 

「予約投票システム」も設けるなど、新しい 

ニーズに応えてはいるが、ファンの求めるさ 

らなる利便性に即応しつつ、より一層の充実 

に努めていかなければならないことは確かで 

J ー つ 

め勺o 

「I「「~「IIIi 「「「「護~,~ 麟 麟麟鷺鷺鷺麟 

お客様の望む場所で 

業界は、創業30余年、どちらかというと運 

営者サイドの考え方でフアンサービスを行っ 

てきた。しかし、時代の流れとともにレジャ 

ーも多様化し、人々の遊びや時間に対する価 

値観も変わっているo 

これらに十分な対応をしていくためには、 

お客様の立場に立った競走運営を行わなけれ 

ばならない。すなわち、従来のように特定の 

競走場へ、特定の時間帯に、お客様に来てい 

ただくということは、大変難しい時代となっ 

てきたのである。 

これからは、お客様がどこででも、手軽に 

舟券が購入できるよう、お客様がいる所に店 

（場外発売場）を開くか、自宅にいても投票 

できる（在宅投票）ことが必要で、それこそ 

が本当のフアンサービスといえる。 

特別発売（昭和57年B月～60年10月） 

昭和57年4月28日、モーターボート競走法 

施行規則の一部改正により4大特別競走（鳳 

風賞、全日本選手権、笹川賞、モーターボー 

ト記念）の準優勝戦および優勝戦の勝舟投票 

券が、他の競走場でも発売できることとなっ 

た。特別発売であるo 

この特別発売は、全国のフアンが4大特別 

競走に強い関心を示しているにもかかわらず 

その勝舟投票券が、本場以外では購入できな 

い～という不便さをいくらかでも解消するた 

め、一般競走を開催中の他の競走場でも舟券 

が購入（併用発売）できるように、として発 

足した制度である。 

関係者の中には、自場の売上減少につなが 

るとの不安から（一升析理論）反対意見もあ 

ったが、フアンサービスの一環として実現さ 

れたo 

4大特別競走の特別発売が初めて実施され 

たのは、昭和57年8月、蒲郡競走場で開催さ 

れた第28回モーターボート記念競走で、一般 

競走開催中の尼崎、若松競走場で併用発売に 

より行なわれたo 

その後、発売レース数、発売締切時間の改 

善等を重ねながら、昭和60年10月の第32回全 

日本選手権競走まで延べ14回。50の競走場が 

参加して実施された。 

この特別発売は、いわば場所を限定した場 

外発売ともなるわけで、業界が戦略として掲 

げている“いつでも、どこでも、おもしろい 

競走”の、「どこでも」を目指した第一歩であ 

った。 

特 別 発 売 売 上 状 況 単位】百円 

競 走 名 本 場 他 場 本場売上 他場売上 谷 看4. 
口 口I 他場締切時間 発売対象レース 

第28回モーターボート記念競走 

(S57. 8 /5 '-lO) 
蒲 郡 2 場 3,825,205,7 84,031,2 3,909,236,9 

競走の発走 
予定時刻の 

60分前 

準優勝戦 
優勝戦 
4 レース 

第29回全日本選手権競走 

(S57. 10/7 -12) 
桐 生 2 場 5,189,984,5 99,239,2 5,289,223,7 ノノ ク 

第18 回鳳鳳賞競走 

(S58. 3 /18--23) 
平和島 2 場 8,452,068,6 114,490,8 8,566,559,4 ノノ ノノ 

第10 回笹川賞競走 

(S58. 5 /2 -'8 ) 
住之江 2 場 9,492,288,9 80,343,5 9,572,632,4 ノノ ノノ 

第29回モー夕ーボート記念競走 

(S58. 8 /11'-16) 
戸 田 3 場 7,897,706,4 77,853,4 7,975,559,8 ク ノノ 

第30回全日本選手権競走 

(S58. 10/7 ---12) 
平和島 3 場 7,576,627,2 77,785,3 7,654,412,5 ノノ ク 

第19 回鳳風賞競走 

(S59. 3 /1 '---6 ) 
常 滑 4 場 3,079,218,7 265,722,7 3,344,941,4 ク ノノ 

第11回笹川賞競走 

(S59. 4/29'-5/4 ) 
浜名湖 4 場 4,420,828,8 210,307,1 4,631,135,9 ノノ ク 

第30回モーターボート記念競走 

(S59. 8 /2 -'7 ) 
若 松 5 場 2,237,707,9 214,009,3 2,451,717,2 ク ノノ 

第31回全日本選手権競走 

(S59. 10/7 -'12) 
住之江 4 場 7,863,209,4 224,665,1 8,087,874,5 

競走の発走 
予定時刻の 

30分前 

ク 

第20 回鳳鳳賞競走 

(S60. 3 /21-'26) 
平和島 4 場 7,810,809,3 233,138,4 8,043,947,7 ノノ ク 

第12 回笹川賞競走 

(S60. 5 /2 -'7 ) 
住之江 4 場 9,170,726,5 197,608,0 9,368,334,5 ノノ 

準優勝戦・順 

位決定戦・優 

勝戦・6レース 

第31回モー夕一ボート記念競走 

(S60. 8 /1 -6 ) 
下 関 5 場 2,772,174,5 180,668,4 2,952,842,9 ク ク 

第32回全日本選手権競走 

(S60. 10/24-'29) 
福 岡 6 場 4,110,616,3 386,194,7 4,496,811,0 ノノ ク 

※特別発売とは、モーターボート競走法施行規則の第8条で発売所の場外設置の禁止がされていたため、特別に四大 
特別競走の準優勝戦（3レース）、優勝戦（1レース）の勝舟投票券を一般競走を開催中の他の競走場で、自場開催 

のレースと併用して発売したものである。なお、のちに順位決定戦（2レース）が加えられた。 
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巳 臨時特別場間場外発売（昭和引年3月～) 

昭和60年9月14日、モーターボート競走施 

行規則の一部改正が行われ、業界の念願であ 

った「場外発売」が可能になった。これは場 

外発売場の設置が認められたことによるもの 

で、場カりF開催日であっても“売ってよい” 

こととなったのである。 

これは、フアンの強い要望と、これまでの 

“特別発売の実績”か認められたからにほか 

ならないo 

しかしながら、場外発売場設置の実現化に 

はかなりの時間を要することや、周辺住民対 

策等、解決しなければならない問題が数多く 

あるため、業界は、とりあえず“競走場を利 

用した4大特別競走の場外発売”が実施でき 

るよう、運輸省の指導を受けた。 

これにより、昭和61年3月18日、競走場を 

利用する場外発売の実施について、通達がだ 

された。 

業界初の「臣郭耕寺別場間場外発売」は、昭 

和61年3月、平和島競走場で開催された第21 

回鳳風賞競走において、“準優勝戦日、優勝戦 

日の2日間、すべてのレースを対象”に、桐 

生、蒲郡、住之江、福岡の4競走場で実施さ 

れたo 

その後、参加する競走場も増加し、昭和62 

年12月の第2回賞金王決定戦競走においては 

すべての競走場で「場間場外発売」が実施さ 

れた。 

以後、原則として、 5大特別競走（S.61年 

に賞金王決定戦が加わる）については全競走 

場で、場間場外発売制度を実施していくこと 

となる。 

3 電話投票（昭和60年5月26日～) 

プソシュホンさえあれは、自宅や外出先等 

どこからでも舟券の購入ができる「電話投票」 

は、画期的ともいえる便利なシステムとして 

フアンに支持され、利用されている。 

平成2年4月現在、電話投票制度が実施さ 

れているのは17場であるカえ お客様の利便性 

を考えれば、すべての競走場で実施されるこ 

とが望まれる。 

システムの内容については順次改善が加え 

られ、 5大特別競走（SG＝スペシャルグレー 

ド）の臨時場外対応のシステムが、昭和63年 

10月から戸田、平和島で稼働。さらに、新シ 

ステムとして予約投票も開始されたo 

電話投票システムは、平成元年度で売上20 

億円以上を示しているが、会員の方々に満足 

していただくためにもさらに改善を重ね、よ 

り、便利に利用し易くしていくことが肝要で 

あるo 

お客様の望むレースを 

モーターボート競走では、従来、フアンは 

地元競走場へ足を運び、そこで開催されるレ 

ースの舟券を購入し、競艇を楽しむ～もの、 

との“認識”があったo 

しかし一方では、通常のレースもさること 

ながら、せめて艇界の一流選手が出場するSG 

（スペシャルグレード）競走だけでも、ぜひ 

“地元で舟券を購入”できるようにしてもら 

えないだろうか～との要望も強く出されてい 

たo 

業界全体のビソグイベントとして開催され 

るSG競走は、一競走場周辺のお客様だけで 

はなく、広く全国のお客様に楽しんでいただ 

くのが、本来の姿であるo 

その理念とファンの願いを実現させたのが 

特別発売であり、さらに発展改善された臨時 

特別場間場外発売であったo 

1 SO 競走の特別発売および 
場間場外発売 

特別発売は、SG競走の準優勝戦、優勝戦に 

限って、一般競走を開催中の他の競走場で併 

用発売により実施されたが、当初の状況はテ 

レビの実況中継もなく、ラジオの音声による 

実況のみであったo 

また当初は、締切時間も競走の発走予定時 

刻の60分前ということで、お客様にとっては 

情報不足による不便さも多く、その上、特別 

発売を実施する競走場は2 -5 場と、数少な 

いものでしかなかった。 

一方業界では、“お客様のために、お客様の 

望むレースを、より多く提供”すべく、関係 

者が努力を重ねていた。そしてようやく、昭 

和60年9月に施行規則の一部改正に漕ぎつ 

け、場外発売場の設置を可能にした。また、 

競走場を利用する場外発売については、準優 

勝戦日、優勝戦日の2 日間に実施するすべて 

のレースを対象に、場間場外発売を実施する 

ことを可能とした。 

2 SG 競走の場間場外発売 
全日程可能に 

昭和61年新設の賞金王決定戦競走を含め、 

SG競走は5つとなったo 

これらの場間場外発売については、平成元 

年11月に通達が出され、SG競走に限っては全 

日程が、場間場外発売の対象になることとな 

ったo ただし、地区外における発売は、自場 

において2 日Il夫上の併用発売を実施する場に 

限るとされた。 

3 周年記念競走および地区選手権競 

走も地区内場間場外発売の対象に 

お客様が望むレースは、SG競走に限らず地 

元で開催される周年記念競走や、地区選手権 

競走にも及んでいた。 

これらの場間場外発売については、平成元 

年11月の通達の中で、準優勝戦または優勝戦 

が行われる日の2 日間、地区内に限って実施 

することが可能になったo 

4 場外発売 

社ュく 役の意識やライフスタイルが多様化 

し、個性化が進むなかでのフアンサービスと 

は、ごく当たり前の状態の中で「いつでも、 

どこでも」舟券が買えるようにすることであ 

ろう。業界が目指すところも、まさにそこに 

あった〇 

すなわち、臨日斜寺別場間場外発売ではなく 

本来的な意味での「場外発売」である。 

より多くのお客様に支持されて、売上を伸 

ばし、同時にその収益金をより一層社会に役 

立てていくためにも、お客様の望む場所に、 

場外発売場を開設する必要がある。そして勿 

論、場外発売は、業界がさらに発展していく 

ためにもぜひ実施しなければならない施策で 

あった。 

だが、場外発売場は、ただ単に舟券を発売 

売 
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するだけのものであってはならないo モータ 

ーボート競走と社会との“かけ橋”となり、 

みんなの広場となって、この多様化の時代に 

調和していって欲しいー一。そんな関係者一 

同の願いも込められて、場外発売場は「ホー 

トピア」と命名された。 

鷺鷺麟麟鷺議麟麟鷺麟鷺麟議議麟襲麟麟麟麟麟鷺麟麟麟麟ur鷺難麟麟麟麟麟議麟 

灘本格的場外時代の幕開け 

昭和60年9月のモーターボート競走施行規 

則の一部改正により、場外発売場の設置が可 

能となった。 

この省令改正を期して丸亀市は、いち早く 

専用場外発売場の設置に取り組む。そして昭 

和61年8月12日、業界待望の専用場外第1号 

として「ボートピア丸亀」がオープンした。 

発売窓口は5窓と小規模ながら、お客様の 

利用率も高く、売上も当初の予測を大きく上 

回るなど、ボートヒア丸亀は、まずは順調な 

滑り出しを見せた。 

もっとも、来場のお客様の多くは車輔の利 

用によるものであったため、駐車場は当初の 

収容台数45から、昭和61年12月に用地を拡大 

120台収容可能へと再整備する。また、窓口に 

ついても利用者が多いため、昭和62年5月の 

周年記念競走から、 9窓へと増やされた。 

ホートピア丸亀を利用するお客様のうち7 

割は、ホートピアだけを利用する方たちで、 

遠方からのお客様もいれば、昼休み時間を利 

用して来場する付近のサラリーマンも見られ 

るなど、ここでも予想を上回る好展開を見せ 

たのであった。 

一方、民間レベルでも、場外発売場の建設 

に名乗りを上げる企業が出現する。富士観光 

株（現富士レックス）が、昭和61年8月、兵 

庫県姫路市魚町において昭和44年12月から経 

営していたホテルを閉鎖。その跡地に「ポー 

トピア娼路」を建設するとの計画である〇 

当初は、地元による反対運動の動きもあっ 

たが、町の活陛化のためには多くの人を集め 

ることが必要であり、また、新しい感覚と優 

れた機能・施設を有する「ホートピア」の建 

設が、地元経済へ波及する効果も大きいとの 

認識から、昭和63年1月に地元魚町自治会な 

どの同意を得る。次いで翌月（S.63. 2 月）姫 

路市に場外発売場建設のための建築確認申請 

書か提出され、昭和63年5月には着工の運び 

となる〇 

以来、“地元との共存共栄・地域社会の方々 

との調和”を目指した「ポートピア姫路」の 

建設は順調に進み、平成2年12月14日には竣 

工式を挙行。翌平成3年1月9 日（尼崎市営 

第10回2節）の競走から発売を開始した。 

ボートピア姫路の売上は順調で、節間売上 

4 億6,059万円、1 日平均売上6,579万円、一 

日平均利用者3,383人を記録。特に、15日の最 

終日には1日売上1億679万円、利用者4,799 

人を記録するなど、全体に当初の予想をはる 

かに上回る好結果となったo そして、それは 

また、いよいよ本格的な場外時代の到来を告 

げる幕開けでもあったo 

ポートピア姫路で特筆すべきは、業界では 

じめて舟券発売業務を施行者から兵庫県モー 

ターボート競走会へ業務委託して実施されて 

いることで、従来の競走会業務をさらに拡大 

した画期的な試みとして注目されており今後 

の成果が大いに期待されているo 

なお、ボートピア姫路の規模と内容は以下 

のとおりo 

［本館］ 敷地面積1,026m2、 建築面積4,104 

m2、地下2階・地上5階、窓口数＝発売41窓・ 

払戻9窓、収容人員1,500人 

［別館］ 敷地面積499m2、 建築面積1,997 

m2、地ド1階・地上5階、窓口数＝発売4 窓・ 

払戻2窓、収容人員59人 

［位置］ 姫路駅より徒歩5分、市内有数の 

繁華街「魚町」に在る。 

［外観］ 現代建築の粋を凝らしたシャーフ。 

で華麗なたたずまい。本館は直線的でメタリ 

ックな輝きを帯びている。 

［設備等］ 本館＝地下1階、 2階、 3階、 

4 階の各フロアに、刻々と変化するレース展 

開を映し出すスーパーワイトビジョン（1.5X 

6 統）、投票窓口上部に3連モニター、情報コ 

ーナーに6連モニター、など最先端のニュー 

臓i締i蹴，,h繊と二『・＝hブ，、 

▲ボートヒア姫路・スハーワイトヒジョン 

メティアが導入され、各種情報がリアルタイ 

ムで得られるとともに、レース場さながらの 

臨場感が味わえるo なかでも4階は、全席指 

定の有料席になっており、リッチな気分でレ 

ースを楽しむことができる〇 

別館＝地下1階は駐輪場（160台収容）、 2 階、 

3階はゆったりと機能的にレイアウトされ、 

落ち着いた雰囲気のなかで中型ワイドビジョ 

ンによる映像清報が得られる。また、モニタ 

ーテレビ内蔵のテーフルがあり、コンパニオ 

ンによる飲食サービスも受けられるなど、エ 

グゼクティブな雰囲気ともてなしで、心ゆく 

までレースを楽しめるVIP（会員専用）の社 

交場となっている。 

以下、年度ごとの売上状況と、発売形態に 

かかわる経緯について、記述していくことと 

する。 

ポートヒア姫路・発売窓口 
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を行うべく設置された「モーターボート競走 

運営懇談会」が開催され（昭和56年7月）、新 

たな観点から、発売形態にかかわる諸問題に 

ついて検討o 8月に、意見書が出されたo 

この意見書で、前売発売システムについて 

は「前売発売所をフアンの買い易い、便利な 

場所とするためには、監督官庁の指導を得て 

前売発売所の窓口を外向きにし、入場料を払 

わなくとも舟券が購入できるようにすること 

が最善である」とされた。 

これを受け事務局は、施行規則第8条（発 

売所の場外設置の禁止）の趣旨に添い、かつ 

外向き前売発売が可能になるよう、施設整備 

について監督官庁の指導を受けた。 

指導では、 「たとえ前売発売所の窓口が外 

向きの構造であっても、競走場の建物内（敷 

二二こ害三ニミ蕊七三ご’てこ 

～ー ーーー ーュ云」二、一「こ二ーでyー‘一二二誉・い、一’ 

▲フアンで満員の住之江競走場 

4,472万円を記録、艇界記録でもあった自場の 

持つ「1日売上記録」を、 2年ぶりに更新し 

たことであった。 

前日発売、早朝外向前売発売を実施 

モーターボート競走における前売発売は、 

昭和56年当時、施設改善中の江戸川競走場を 

除く23競走場で実施されていた。ただしその 

発売所が、一旦入場料を払って場内に入らな 

ければならない場所に設置されていたため、 

前売投票券の購入のみを目的として来場する 

ファンにとっては甚だ不便であったo 

このような状況下、競走運営全般の見直し 

僅かに4場。それも下関は鳳風賞競走、平和 

島はモーターボート記念競走、多摩川、若松 

では大規模な施設改善を行うことによる施設 

改善記念競走を、それぞれ実施したことによ 

るものであった。 

一方、入場人員は、ピークであった昭和49・ 

50年以後、減少傾向にあったが、それも徐々 

に緩やかとなり、昭和55年度では対前年比0.5 

％と、歯止めがかかったかに見えていた。だ 

が、昭和56年度の総入場者数は4,110万人 

(7.3％減）の大幅減少o とくに10％以上の減 

少が、 5競走場にも及んだのである。増加し 

たのは、多摩川4.2%、平和島2.8%、下関2.2 

％の、僅か3場であったo 

このような状況にあって、数少ない明るい 

話題は、住之江競走場が12月30日に29億 

初開催以来初めての売上減少 
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m
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昭和56年度は、長期化した不況のあおりで 

個人消費は低迷し、実質賃金は目減り、一方 

には多様化しはじめたレジャー、等の影響も 

あって、公営競技界もマイナス成長を余儀な 

くされる年となったo 

モーターボート競走の売上は、この年、下 

半期から急激に落ち込むo 年度売上が1兆 

5,640億円と、約670億円の減（対前年度4.1% 

減）であったo 

これは、草創期における苦難の時代の1日 

平均売上を除き、年度別売上では、初開催以 

来の減少である。 

競走場別にみても、増加したのは下関9.6 

％、平和島6.0%、多摩川5.9%、若松2.7％と 

競 技 名 

モーターボート 

競 輪 

地方競馬 

オートレース 

中央競馬 

公営競技別売上額一覧表 

唾蛇瞬蹴麟舞繋義轡鱗舞浄、 

1,564,001,969 ,6/△4. 1→一ー年度売上／対前年比 

舞舞i」: (176,686,4/△4.1).--- I日平均売上／対前年比 多圭二 、vI 
~‘を」い 

1,200 ,536,131,9 

(33a,089 ,7/△6 

4大特別競走売上●入場者数 

1日平均売上 

1日平均入場者数 

，売 

上 

● 

，入場者数 

競走名 

競走場名 

優勝者名 

備 考 

z558,009,4 3,348,056,3 
- 

13,812 82,869 
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lSO,954,713,4/z .8 

(324, 386, 5/△6 .0 

213 ,588 ,902 ,2/△2.2 

(329, 612 , 5/△2 . 2) 

4・中央競馬は年次売上 単位】百円 

畿 第8回笹川賞競走 

‘点 住之江 

難 貴田宏― 

8,805,640,5 
~●翻静難蹴 ~憲喜熱瞬 

’響ニー一ーーーーーーー 

,467,606,8 
！難独薫総諏算覇i'I親据尊と選暁譲熱「う騒Il●§ 5据， 

43,313 

第27回モーターボート記念競走／姦 

平和島 

高峰孝三 

7,576,732, 1 

' 159 ,91 1 ーー―-～ーー 

1 ,262,788,7 
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慌麟籍犠嚇観蔵 

単位】百円 

104 105 



地内のフェンスで囲まれた範囲）に設置され 

る限り施行規則第8条の趣旨に抵触しない。 

したがって、当該競走場内に立ち入るフアン 

はすべて入場者であり、入場料を徴収しなけ 

ればならないo 

また、外向きの前売発売所で勝舟投票券を 

購入することのみを目的とするフアンは、競 

走場内には立ち入らないので入場者に該当せ 

ず、入場料を徴収することはできない」とい 

うことであった。 

しかしながら、前売発売所の窓口を外向き 

に配置することについては、周辺の環境や交 

通問題等、種々の論議があり、慎重を期す必 

要がある。 

このため、モーターボート競走連絡協議会 

の「施設改善専門委員会」による審議を行い、 

競技名 占有率（%) 

30.5 
モーターボート 

競 輪 

※中央競馬は年次売上 

これを経て、昭和57年1月8日、前売発売窓 

口（外向き）の設置要領が制定された〇同時 

に、これを新たに設置するときは、同専門委 

員会へ事前に、施設改善計画書を提出するこ 

ととなった。 

だが、関係者の中には「売上の向上に大き 

な期待はできない」とする意見もあり、外向 

前売発売所の設置は思うようには進んでいか 

なかった。 

それでも連合会は、「いまの時代に、朝10時 

頃から午後4時頃までしか店を開けていない 

商売は無い。お客様の生活が多様化したこの 

時代に生き残っていくためには、発売の方法 

はもとより、その時間についても変革の必要 

がある。外向前売発売というこの方式は、開 

催当日、舟券を購入したくても仕事などの都 

公営競技別売上占有率 

中 L 
フ1こ ．」：二 

も、前売発売は優勝戦日等において、かなり 

の利用者があるであろうことは想像に難くな 

かった。 

また、この実施を通して特筆すべきことは、 

これも業界初の「前検日にフアンを無料で場 

内に入れ、出場選手の試運転やスタート練習 

を見せた」こと。さらには競技運営の実態を 

正しく知っていただくために「希望者を募っ 

て競技部内の見学会を実施した」こと～で、 

フアンにもたいへん好評であった。 

その後は別表のとおり、外向前売発売所や 

前日発売所が各地競走場に設置され、多くの 

ファンに利用されているo 

合で開催時間帯に来場できない、というお客 

様のためのものであり、時代のニーズに適応 

したものである。」として、各地競走場に対 

し、再度外向前売発売所の設置ならびに早朝 

発売実施のお願いをしたo 

業界初の“外向き窓口による前日発売・早 

朝外向前売発売”は、こうした経緯を経てよ 

うやく、昭和57年3月4 日から下関競走場で 

開催された第17回鳳風賞競走において、前検 

日から開催期間中、実施されたのであるo 

結果は、前日発売および早朝外向前売発売 

を合わせて延べ2,933人力拝リ用、売上は2,399 

万円というものであった。 

この時の、場内前売を含む前売発売の合計 

は、総売上の4％でしかなかったが、最終日 

には1日売上の8.4％を占めたo このことから 

外向前売●前日発売所―覧 

競走場 
外 向 前 売 発 売 所 前 日 発 売 所 

設置年月日 発 売 時 期 設置年月日 発 売 時 期 

桐 生 S57. 9 . 2 7 】30'-'lOR締切 

戸 田 S58. 4 . 8 
。ハ 11R制一10R締切 

I・w~12R制一11R締切 （特定競走実施） 

江戸川 S58. 11. 22 7 】30'-'13 ,30（自動発売機16:00) 

平和島 S58. 3 . 18 7 : 30'-'13 : 30 

多摩川 S60. 7 . 4 7 : 30'--'13 : 30 

浜名湖 S57. 6 . 24 7 】30'-'llR締切 （特定競走実施） 

蒲 郡 S58. 9 . 29 7 : 30'--'14 : 00 S58. 11. 12 最終R終了後30分 

常 滑 S58. 8. 13 7 】30'-' 8 R 締切 S59. 2 . 15 16 : 20'--'17 : 30 

津 S59. 4 . 6 7 】30'-lOR締切 

三 国 S59. 4 . 13 
7 】30'--'llR締切 4月～11月 
8 】30'--'llR締切 12月～3月 S59. 2 . 18 16 】15'-'12R終了後 

琵琶湖 S59. 4 . 8 8 : 00'--'ll : 00 

住之江 S57. 3 . 8 7 】30'--'llR締切 （特定競走実施） 前検業務終了後、12R終了後 
尼 崎 

鳴 門 S57. 11. 3 7 】30'--'llR締切 

丸 亀 S59. 2 . 9 7 】30'-'12R締切1分前 （特定競走実施） 

児 島 S58. 4 . 1 9 : 00"--'14 : 00 

宮 島 S59. 9 . 1 7 : 30'--'13 : 00 

徳 山 S58. 4 . 1 
10R制一9R締切 

I ・iU' 12R制-11R締切 

下 関 S57. 3 . 4 7 】30'-'llR締切 S59. 5 . 12 15 : 45'-'16 : 15 

若 松 S59. 7 . 19 7 】30'-' 9 R 締切 

芦 屋 S59. 4 . 25 7 : 30'--'12 : 00 

福 岡 S58. 12. 9 7 : 30'--'lS : 00 S63. 4 . 29 16 : 15'-'19 : 30 

唐 津 S59. 4 . 12 7 】30'-' 8 R 締切 

大 村 S59. 5 . 11 7 】30'-'llR締切 
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本選手権、笹川賞、モーターボート記念）の 

準優勝戦、優勝戦の「特別発売」が可能とな 

ったのである。 

業界初の特別発売は、昭和57年8月、蒲郡 

競走場で開催された第28回モーターボート記 

念競走において、 9日＝準優勝戦3レース、 

10日＝優勝戦1レースを対象に、一般競走を 

開催中の尼崎、若松競走場で、併用発売によ 

り実施された。 

業界初の「特別発売」の結果は良好で、売 

上金額は尼崎6,095万円、若松2,307万円で、 

本場（蒲郡）との対象レース売上金額合計に 

占める割合は12%（占有率）と、予想以上の 

成績であった。 

特別発売を実施した場合、自場分の売上が 

低下するのでは～という懸念も関係者の中に 

ク淳期実施はきわめて困難であった。 

ならば、現行の競走法の範囲内ででき得る 

ことはないか一o 模索のうちにたどりついた 

のが、併用発売（特別発売）であった。 

併用発売は、 4大特別競走の準優勝戦、優 

勝戦の舟券を、一般競走を開催中の他の競走 

場でも売ることができるようにしよう、との 

考えから生まれたものである。 

昭和57年4月28日、舟券発売方式にかかわ 

る「モーターボート競走法施行規則の一部を 

改正する省令（運輸省令第10号）」が公布さ 

れ、同日施行された。また、同日付で「モー 

ターボート競走法施行規則の一部を改正する 

省令の運用について（舶監第279号）」各海運 

局長宛通達も出された。 

これにより、 4大特別競走（鳳風賞、全日 

昨年に続く大幅マイナスで、昭和47年度以来 

10年ぶりの3千万人台になった。 

売上、入場人員の減少か続く中、業界は、 

この現象に歯止めをかけ、今後の発展を期す 

ためには、めまぐるしく変化する社会にどう 

対応していくかが問題餓央への大きなカギに 

なるとして、昨年来、新たな観点から発売形 

態の“多様化”を検討し、前売発売システム 

の充実を目指してきたo 

だが、開催場に限定された舟券の発売方法 

では、フアンのニーズに応えられない情勢に 

ある。そこで、ファンの利便を考慮した「当 

該競走場外での発売方式」を実現していくこ 

とが急務であるとし、監督官庁との折衝を続 

けてきたが、現行のモーターボート競走法は 

施行規則の中で場外発売を禁止しており、そ 

4大特別競走の特別発売開始 
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昭和57年度に入ってからも経済は依然とし 

て低迷し、賃金上昇の頭打ちからくる可処分 

所得の減少傾向も続いていたO 

このため、「増税なき財政再建」のスローガ 

ンのもとに設立された「第2次臨時行政調査 

会」は、各種の行政改革案を答申し、社会変 

革の時期であることを告げる。 

モーターボート競走の昭和57年度開催日数 

は、協賛特別競走および東松浦競艇組合分の 

開催日数が40日増加したため、4,192日となっ 

た o 

しかし、売上額はlJヒ5,295億円と約345億 

円減（2.2％減）となり、減少傾向は続くo 

また、入場者数も3,832万人（6.8％減）と 

競 技 名 

モーターボート 

中央競馬 

オートレース 

公営競技別売上額一覧表 

1,529,501,435,0/△2.2 

61,9/△3.1)一 

1,214 ,223,989 , 

(323, 534, 2/△2 

4大特別競走売上●入場者数 

γ1

日平均売上 

〇 

9 1日平均入場者数 
伊売上 
. 

，入場者数 

灘競走名 

A 競走場名 

鰯優勝者名 

備 考 

γ1
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,759 ,9 一 
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,237 

一” 

欝 第18回鳳風賞競走 

A 平和島 

鷺 高峰孝三 

☆特別発売2場 

881,537,3 
獣嶋叡蔵聯●I欝蹴寒響鎮講 

22,551 

慧翌全日本選手権競走 ，髪§響ミこ(99, 239, 2) 

驚9 ) L 場 ，子ご08ーーー―-

合 計 

5,103,566 ,759 ,0/△O. 

(449,930 ,9/△3.2) 

/

/

 

地方競馬 

l32,276 ,154 ,1/LJL5 

(300 , 606 , 0 /△l . 

209 ,128 ,434 ,6/△2.1 

(310,279 ,5/△5.9) 

※中央競馬は年次売上 単位】百円 

嚇第9回笹川賞競走 

締 住之江 

麟 常松拓支 

☆ 

9,121,202,4 
、 ' 

, 247
,023

“ーー ww J w 

■ ~ 

1 ,520,200,4 
』’二喜ざ郎ま費か1ィ早裏ネ奪奪脱中と嚇●う ミ◇軍， 5●・マ」：飴5とき1誉うざ1ぷ 

41,171 
夢蘇無‘雄膚撫寿嚇臨轟‘き電締鳴必蝿蝉竜膚敬 

喜謙壌典癌嶋鳶繰鳶舞ぎ観弾撫ぎ嚇糞婦喚滞軸 

麟第28回モーターボート記念競走 

轟 蒲 郡 

麟 彦坂郁雄 

☆特別発売2場 

651,539,5 
4雄1ユ麟揮寧れ（尋鼻鍬1 

3,909,236,9 (84,031,2) 

事
 18,125 108,749 

尋橡濠喝響舞費s”緋嘱尋峨膚聾瞬噂喜’畿爵嶋灘請撫が観が農‘麟， ~ 

・

，

 

※（ ）内は、特別発売売上 単位】百円 
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はあったが、両競走場における当日の1人当 

たり平均購買額は、とくに顕著な差異もなく、 

“自場分売上か特別発売に喰われる”という 

現象は見られなかった。 

しかし一方、フアンサービスの面からこの 

特別発売を見た場合、改善を要する問題点も 

いくつか残された。 

たとえば、この時の本場と自場の「発売集 

計方法」はファクシミリと電話、さらに正確 

性を期すため連合会の中央晴報処理システム 

を使う。また、当該レースの売上を他場から 

本場へと送るというものであった。つまり、 

そのためには十分な時間的余裕を持たねばな 

らず、一方、他場の発売締切は競走の発走予 

定時刻の60分前ということで、フアンは、展 

示航走やスタート練習の情報が得られないま 

競技名 占有率（%) 

30.0 

※中央競馬は年次売上 

まで“舟券を購入”しなければならなかったo 

さらに競技情報についても、他場からの競 

走会専従派遣者が、本場に設置された専用フ 

ァクシミリと電話を利用して他場へ送り、そ 

の情報を場内に掲示するというものであった。 

また、レースの実況については、ラジオの 

短波放送による音声のみが他場に流れるとい 

う状況で、テレビ中継の導入が切望されたo 

これら改善すべき諸問題点については、昭 

和57年3月に発足した「ファン拡大推進委員 

会」を中心に、鋭意、検討されていくことと 

なるo 

公営競技別売上占有率 

単位】百円 

合 計 5,l 03,566,759,0 

▲特別発売（尼崎競走場） 

▲若松競走場全景 

い癖承寿‘、h山‘憶欝鷺熟意驚，熱Jむ” 

ぎ熱二~、、 ~、 ’‘裳 

A 特別発売（若松競走場） 

中 L 
フ1】 エー 



公営競技界初の「薄暮レース」、23年 

ぶりの「オール女子レース」を実施 

昭和58年度は、公営競技界が、昭和50年以 

来連続の“入場者減少”に歯止めをかけるべ 

く、フアン拡大のための施策を積極的に展開 

した年であった。 

しかし昭和58年度の公営競技の総売上は、 

4兆8,938億円と、昭和54年度来続いた5兆 

円台を割り込み、 3年連続のマイナス成長と 

なる。 

この年、モータボート競走の売上は1兆 

4,557億円で対前年上ヒ4.8％の減、1 日平均売 

上では対前年上ヒ4.9％減と、やはり3年連続の 

マイナスである。さらに、入場人員について 

は3,575万人、対前年258万人減の6.7％マイ 

地方競馬 

オートレース 

ナスとなった。年々激しくなるフアンの公営 

競技離れ現象の中で、「競艇は、このまま衰退 

してしまうのであろうか」という危倶が関係 

者の頭をよぎっていくo 

売上向上のための特効薬はなにもないo だ 

が、業界が真にやらなければならないことは 

実は“売上を伸ばす”ことではなく、いかに 

世の中の変化に対応できるか・・・、なのではな 

いのかo その声に呼応する関係者は徐々に増 

えていった。業界は総力をあげて必死の努力 

を続けていくのである。 

昭和57年12月には、発足以来ファン拡大策 

について種々検討を重ね、各地にその実施方 

をお願いしてきたファン拡大推進委員会が、 

今後のフアン拡大の基本方策を設定し、業界 

が一体となった態勢で、施策を推進していく 

公営競技別売上額一覧表 

1,455,691,127,3/△4.8 

(341,089 ,0/△4 .9) 

獲発王／対前年比誓ーhュ 

日平均売上／対前年比 

合 計 

4,893,835 ,115 ,8/△4 .1 

(421, 857 , 6 /△4. 9) 

1,440 ,144,612 

(5,000 ,502 ,1/1 
，」i・II~罵雲 

~舞舞琶~妻じ 

~・’ I ・〒 

多鱗 

661,316,801 ,5/△9.7 

(270 ,035 ,4/△10 .1) 

202 , 386 , 920, 5/△3 .2 

(288,n1,7,/△7 .0) 混， 

※中央競馬は年次売上 単位：百円

べきであると提言している。

できるだけ多くのフアンが競走に“参加”

できるような時間と場所に、発売窓口の開設

を～ということで実現した「外向前売発売」

やSG競走の『特別発売制度』は、フアンに

便利さとより多くの楽しみをもたらし、好評

を得ているo 

また、これら一連の流れの中で、下関競走 

場は、7月23日から26日までの4 日間、「フア 

ン感謝サマータイム特選レース」と銘打った 

「薄暮レース」を開催したo 公営競技で初の 

試みである〇夏季の長い日照時間を利用して 

既存フアンはもとより通常勤務のサラリーマ 

ン等にも、せめて夏季だけでも、午後5時以 

降の1レースか2レースを楽しんでいただけ 

たら～というもので、フアンサイドに合わせ 

競走名 

競走場名 

優勝者名 

備 考 

たこの運営は見事に成功o 新たな可育剖生を示 

唆してくれたのであったo 

この薄暮レースは、NHKのニュースでも 

取り上げられて大きな話題を提供したが、公 

営競技界全体からも大いに注目されたo 

“成功”は数字の上にも現れ、通常の4 日 

間レースに比べて売上で40%、入場人員で約 

20％の伸びを示した。薄暮レースが世の中の 

変イL.フアンのニーズに対応した施策である 

ことを実証したと言えよう。そして、それは 

また業界が受入態勢を整えれば、お客様は自 

然と反応し、利用してくれるという証明でも 

あった。 

以後、薄暮レースは、開催条件が整った競 

走場で、順次実施されていくこととなる。 

一方、昭和58年に「オール女子レース」を 

4大特別競走売上●入場者数 

，売 

上 

・ 

，入場者数 

1日平均売上 

0 

昇 1日平均入場者数 
●第19回鳳風賞競走 

▲常 滑 

繊増沢良ニ 

☆特別発売4 場 

中 L 
ワ1】 ー」二 

557,490,2 
丈、d 

γ「」難「i

「曹藍難g'（「 「「「「 

3,344,941 ,4 (265,722,7) 

O 

9 署il3爵,848 83,088 
暮晦鳶曝舞灘縛鶴尋撫寿塾尋蟻締畿‘郵臨が鵬臨毒灘縛嫌嚇毎軒 

・

，

 

●第30回全日本選手権競走 

▲平和島 

■林 通 

☆特別発売3場 

' II27SI7354 7,654,412,5 (77,785,3) 

161,817 

- 

入ず●・ 
●第~0回笹川賞競走 

▲住之江 

鵬彦坂郁雄 

☆特別発売2場 

飼fと,595,4387一 
I 
○ 

『 

9,572,632,4 (80,343,5) 

38,933 233,600 

，

・

・

 ,警晋ーターボート己念競走，7,975,559,8 (77,853,4) 
麟 ,IJ薫2場 ' 172,010ニニ＝ー一 

,329,260,0 
麟澱撫難競響麟I概舞蹴議え難難1蓋”灘尋 /

 

28,668 
〇
 

※（ ）内は、特別発売売上 単位：百円 
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1 

▲レディスカップ開会式（住之江競走場） 

競技名 占有率（% 

中央競馬は年次売上 

売 上 

ぽ同様の成果であったが、話題提供という面 

では薄暮レース同様、たいへ、んな効果を上げ 

た。また入場人員数でも、 1 日平均26,549 

名、延べ159,294名が入場した。 

住之江でのこの開催以後、昭和58年度のオ 

ール女子レースは、11月に津、翌59年1月芦 

屋、 3月浜名湖の各競走場で開催され、潜在 

ファンの掘り起こし、競艇のイメージアソプ、 

競走場の認知等、ファンに話題を提供すると 

ともに、業界の活陛化に大きな役割を果たし 

ていくこととなる。 

実施したいとする連合会では、48期以降、女 

子選手の大量養成を開始していた。そして、 

58期女子選手が昭和58年5月にデビューし、 

ようやく女子選手52名となる。いよいよ、オ 

ール女子レースの復活が可能になった。 

昭和35年に浜名湖競走場で開催された「ひ 

な祭り女王決定戦」以来、23年ぶりのオール 

女子レースは、 「レディスカップ」と称され 

8月12日から17日までの6 日間にわたって、 

住之江競走場で開催された。 

レディスカップの売上は、 6 日間で55億 

1,554万円を記録。売上的には一般開催とほ 

小切手 

金額7劾務影券鴬券鴬観 
ーヂー‘， 

馨気万字スカヅプ 
二ii本女子鱗チ構大阪大会ノ 公営競技別売上占有率 

▲レディスカッカ憂勝服部恭子選手 

百円 単位 

、、ノ 

麟鷺繊繋麟麟欝欝麟 
議馨騨sβ”」”二ーリ’’一 

III曹I麟 

合 計 4,893,835,115,8 

。、’J～αリ「lJ、●、qA冶y’￥昭g。。考伽曾ケ84・雪。M・hり“四‘誠’一ー 
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12レース制の復活、 

ナイターレースの実験 

昭和59年度の実質経済成長率は5.8％と、 

昭和48年以来11年ぶりの高水準を記録した。 

翌60年に入ってからも、国内需要の増加等に 

よる“経済の成長”は続き、わが国における 

景気は全体的に拡大基調にあった。 

また、企業間にあっては輸出関連、ハイテ 

ク関連が好況を示していた。しかしその一方 

で、公共事業関連等では“依然として不調” 

のところが多く見られる状況にあった〇 

それでも、昭和59年度の公営競技界には、 

4年連続の不振にようやく明るい兆しが見え 

はじめていたo というのも、各競技力孫念力を 

挙げ、世の中の変化に対応した施策を積極的 

競 技 名 

~詳
モーターボート 

競 輪 

に展開したためで、これにより、昭和56年度 

に売上●入場人員とも前年度比マイナスとな 

って以来初めての“小幅”減少率となったの 

であるo 

モーターボート競走の昭和59年度売上は、 

1 兆3,960億円（対前年度比4.1％減）、入場 

人員3,460万人（同3.2％減）であった。 

これを月別で見ていくと、 4月度から10月 

度までの売上・入場人員は、ともに対前年度 

同月比で減を続けていたが、11月度からは小 

幅減となり、60年1月度からはともにプラス 

へと転じて、60年度へ明るさをつないだo 

だが、中・四国、九J'Il地区の競走場では、 

依然として危機的状況が強く、小康を保って 

いたのは関東を中心に東海、近畿地区の競走 

場のみと、低迷下における二極化現象がはっ 

公営競技別売上額ー覧表 

1,396,035,542 ,6/△4. 1 

(331,442 ,4/△4 .5) 

舞轟撫舞舞議夢 
'E~妻昇で 

1,096,840 ,446 ,2,1 

(285,635 ,5/△4. 1 ~ 
~F 房 

ーー 麟 
舞 
灘難 

ー一一 一一一 一一一電舞 

1,5U8 ,924,919簾 

中央競馬 

(5, 239 , 322, 8 ,/ 

年度売上／対前年比 

1日平均売上／対前年比 

595, 690 , 140 , 5/△9. 

(241,365 ,5/△iD 

地方競馬 

A 、 呈＋ 
口 口I 

,800,303,647,6 /△1.9 

(416 , 837 , 8/△2. 6) 

202,812,538 ,9/0 .2 

(286 ,458 ,3/△D . 8)1 

オートレース 

※中央競馬は年次売上 単位】百円 

きりと現れていた。 

モーターボート競走業界は、昭和48年秋のオ 

イルショックに起因する政府の省ェネルギー 

対策に協力するため、昭和49年1月の開催か 

ら全国一斉に、 1 日の競走回数を10回に自粛 

した。以来、昭和55年度をピークに売上・入 

場人員とも大幅な減少が見られるなか、少し 

でもフアンのニーズに応えるべく、特別発売、 

早朝外向前売発売、前日発売、サマータイム 

レース、オール女子レース等、フアンサイド 

に立った各種施策を推進してきたo 

しかし昭和58年11月、ファン拡大推進委員 

会は「1日当たり10レースの枠をはずし、従 

前のように12レース以内の競走が実施できる 

ようにする」との方針を決定するo 

委員会事務局はこの決定に基つき、業界と 

競走名 

競走場名 

優勝者名 

備 考・ 

しての自主規制を制定して「1日10レース制 

の自粛を解除する」ことを、監督官庁に説明 

し、昭和59年3月に了承を得た。 

これにより、昭和59年度の競走から、特定 

条件のもとでの11レース、もしくは12レース 

制が、各地競走場で復活したo 

こうした流れの中にあって業界は、モータ 

ーボート競走が今後さらに発展していくため 

には、昼間来場できるフアンのみ対象とする 

のではなく、現代社会における一般の人々の 

斜段行動に合わせた時間帯、すなわち「夜間 

の開催（ナイターレース）」を行うことも必要 

～と考えていたo 

連合会は、フアン拡大推進委員会の意向を 

受けて、昭和59年4月14日から16日までの3 

日間、浜名湖競走場においてモーターボート 

4大特別競走売上●入場者数 

ず売上 
I 

，入場者数 

γ1

日平均売上 

1日平均入場者数 

畿 第20回鳳鳳賞競走 

平和島 

I '黒明良光 

☆ 特別発売4 場 

，§043

,947 ,7 

(233 , 138 ,4 ) 

I 

’三76,57と＝ーーーーーーー 
γ 
a 

昇 

1 ,340,658,0 
」」J馨ご喜、爺こ誤9ポ稽シぐ話・ひ『自窯爵一可七ヒン 

29,428 
議縄芦嶋尋馨膚繰興嚇峯縛電締晦事灘贈柵撃嶋が晦撃蘇ぎ臨‘嶋声奉ぎ馨遺毒雌呼 

夢軸‘舞i講叫雌鶴違ド舞＃畿謡‘鰍諭 

第3~回全日本選手権競走 

住之江 

半田幸男 

☆ 特別発売4 場 

,8

,087 ,874

,5 

(224

,665 , 1 ) 

,

187

,461 に＝＝ーーーー～ 

え又j 

グうg舌ジ。」うy 了葱りど柳静喜丁ロお鍬」馨畜口帯 
o 

1 ,347,979,1 

31 .244 

第I I回笹川賞競走 

謂繊浜名湖 

議 今村 豊 

☆ 特別発売4 場 

4,631,135,9 (201,307,1 ) 

・ 

, 127ごニーーーーーーー” 
O 

り 

771,856,0 

21,281 
妻聾爵鴫舞畿導略夢軸織融’鶴機が●癖極ぎ書軸誓嘆よ砂喰‘ぎ電マ夢毒講‘塾舞義諭郵、誠が．畿， 

第30回モーターボート記念競走 

若 松 

北原友次 

特別発売5場 

, 
2,451,717,2 (214,009,3) 
~ 

I 

, 59ま9ーーー 

γ408

,619

,5 

9 ;9,915,8糾紺竜漕橡 
※（ ）内は、特別発売売上 単位：百円 
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競走・ナイターレースの実験を行う。 

実験は、公営競技界初のナイターレース開 

催に向け、モーターボート競走の将来対策の 

一環として企画されたもので、場内には' U it' 

の足場を8 ケ所に組み立て、その上に投光器 

を約55叶固取り付け、水面の照度は500ルック 

ス以上を確保して行われた。 

ライトに照らされ、浮かび上がるボート、 

波しぶきの美しい輝き、真っ白に描かれる航 

跡―等々、モーターボート競走ならではのす 

ばらしさが随所に見られ、関係者は勿論、取 

材のため来場した報道関係者も、一様に驚嘆 

の声を上げたのであった。 

実験では、「照度」「競技運営」面で支障な 

し、との意見が大勢を占め、今後の可能陛へ 

確証が得られる好結果となった〇こうしたこ 

とから、またファンのニーズからも、ナイタ 

ーレースは、モーターポート競走を革命的に 

変える切り札的要素を持っており、 1 日も早 

い実現が望まれている。 

一方、昭和57年から実施されている4大特 

別競走の特別発売は、フアンの間に順調に定 

着していたo もっともこの間、特別発売の締 

切時間については、舟券の発売集計に万全を 

期すため本場発走予定時刻の60分前で実施さ 

れていたが、フアンの強い要望もあり、ファ 

ンサービスの充実を図るとして、競走の「発 

走予定時刻の30分前」に繰り下げて実施する 

方向で、監督官庁と折衝が続けられてきたo 

その結果、これまで9回にわたり実施して 

きた“実績”が評価され、昭和59年10月の第 

31回全日本選手権競走の特別発売から、発走 

競技名 

モーターボート 

中央競馬 

占 有率（%) 

中央競馬は年次売上 

単位 百円 

29.1 

31 .4 

公営競技別売上占有率 

三」ニ L 
ワ1】 エー 

しかしながら、今日の通信機器のめざまし 

い発達を考えれば、特別発売の締切時間を競 

走の発走予定時刻の30分前から、さらに繰り 

下げて実施することも可能と思われる。 

このため連合会では、ファンサービスの一 

環として、さらなる「締切時間の繰り下げ」 

を行うべく、再度、監督官庁と折衝をしてい 

くこととした。 

予定時刻の30分前締切で実施されることとな 

る o 

さらに、昭和60年3月7日付で、勝舟投票 

券の特別発売の運用について通達が出され、 

昭和60年4月1日以降の特別発売から、優勝 

戦日に行われる順位決定戦についても、特別 

発売の対象となることが決定。これにより、 

2日間・計6レースの特別発売ができること 

ン7F戸一へか 
、ー くゴ、 ノ I 、ー・0 

▼ナイターレース実験（浜名湖競走場） 

川川川川川川川川川川 

、―＜『宮？感帯f謎善麟麟響響’響響麟 難麟舞曽営γぐ二・αサ～～ー 

\
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売上、5年ぶりにプラスに転じるO 

場外発売が可能にO 

昭和60年度の日本経済は、これまで景気拡 

大に大きく貢献してきた輸出が、その増加傾 

向を一転金督ヒさせ、微妙な変化を見せはじめ 

るo もっとも、設備投資を中心とする内需が 

ある程度これを補って、わずかに拡大基調は 

保つo しかしながら、製造業に与えた影響は 

やはり大きく後半はかげりを見せはじめた。 

この年、公営競技全般の売上は4兆9,981億 

円、対前年度比4.1％増となったが、入場人員 

については3％の減であったo 

モーターボート競走では、昭和60年度売上 

が5年ぶりにプラスに転じ、lJヒ4 , 292億円対 

前年度比2.4％の伸びをみせるo 

競 技 名 

モーターボート 

中央競馬 

地方競馬 

オートレース 

入場人員は依然マイナスではあったが、減 

少幅を縮めて対前年度比1.3％の減であったo 

モーターボート競走業界は“厳しい冬の時 

代”を経験したが、この間にも「いつでも、 

どこでも、おもしろい競走」を戦略の核とし 

て、競走運営全般の見直しを行うとともに、 

フアンサイドに立って、時代の流れに合った 

各種施策を実施してきたo 

なかでも、「場外発売」ならびに「電話投票 

システム」による発売方法の推進は、昭和60 

年度の重要な施策であり、業界は、その実現 

に向けて努力を傾注していた。 

電話投票システムについては、昭和59年2 

月に開催されたファン拡大推進委員会におい 

て検討されている。業界か推進しようとして 

いる「場外発売」に関する研究には、ある程 

公営競技別売上額ー覧表 

1,429,208,662 ,6/2 .4 

1,143 ,123,584 ,8 4 

(297,688 ,4/4 .2) 

麟 
年度売釜ジ対前年比 

1日平均売上／対前年比 

合 計 

4,998,169,568 ,0/4 . 

(435,608 ,3/4 .5 

1,645 ,859 ,566,鷲 

(5 714 79fl l /q驚 
、ー I ' ' ' I ' '' I ' / v ’ ~響舞麟り聾i・蕪”憲違り嚢‘憲離荏鵬 

~

577 , 602, 380 , 9/△3 .0 

(236, 722, 2/△l. 9) 

202,375,373 ,5/△O .2 

(291 , 607, 1 /1 . 8) L . 

※中央競馬は年次売上 単位：百円

度の期間を要するため、比較的、法的制約の

少ないと思われる「電話投票制度」を導入し

たい、というものであった。

電話投票制度は、フアンにとっては家に居

ながらにして競艇を楽しめ、遠距離フアンも

参加が容易となるわけで、フアン拡大策とし

て大きな期待ができるばかりか、高度情幸闘ヒ

時代に対応した施策としても有効に作用する

と思われるo これらのことから連合会は、早

急にその実現へ向けて研究を進めることとし

た。

そこで取りあえず、平和島競走場をモデル

ケースとして実施することとし、これを前提

に全施協、連合会および平和島関係者間で、

調査研究を行うこととなるo 

「いつでも、どこでも」手軽に舟券が購入 

競走名 

競走場名 

優勝者名 

備 考 

でき、モーターボート競走を存分に楽しんで 

いただくことができるように…ということで 

調査研究を進めてきた関係者は、やがて、当 

初の目標を500名とし、会員の募集を開始す 

る。ところが、会員は目標の500名をなんなく 

越え、全国に先がけての平和島競走場電話投 

票は、いよいよ昭和60年5月26日から稼働を 

開始、順調なスタートをみせたのであるo 

この電話投票システムの主な特徴は、会員 

からの購入申込を音声応答装置を使って受付 

け、電話オペレーターを不要としたことo ま 

た、投票締切時刻を場内締切時刻とほぽ同時 

にしたことo さらに、レース確定後即座に払 

戻金を会員口座に繰り入れるとともに、払戻 

金の金額が投票資金として使用できるように 

したこと、等である。 

4大特別競走売上●入場者数 

，売 

上 

・ 

，入場者数 

γ1

日平均売上 

O 

『 1日平均入場者数 

馨第21回鳳風賞競走 

轟 平和島 

議 古川文雄 

☆臨時特別場間場外発売4 場 ， 

町658,56l'9 

171,203 

~ 

,302,056,3) 
／さここ‘ 

戸r報灘舞翻締麟織一鱗麟縛難 
O 

1 ,609,760,3 

三「 第32回全日本選手権競走 

A 福 岡 

灘 彦坂郁雄 

☆ 特別発売6 場 

,4

. 496・,81 1 ,0 
(386

, 

194 ,7 ) 
~ 

・ 

, 95 ,823 ーーーー 

749,468,5 
機報緯離灘線競響離 

O 

9 B！ミ縛嶋gる嚇！ 

畿 第~2回笹川賞競走 

轟 住之江 

議 井上利明 

☆ 特別発売4 場 

9,368,344,5 (197,608,0) 
くこ，z 

三ソ， ‘麟弾事軸窟ぐ球脅撒療艇夏，番舞霧督ら費iソ嚇暴鳴雄童報 

』 
O 

9 

1 ,561,390,8 

31,027 
が鵠が繰響撫毒噂拶臨耕議幸雄癌喚鮮繊癖峰,群灘滞議贈議鱗鵬灘 

織， 

第3~回モーターボート記念競走 

下 関 

野中和夫 

特別発売5 場 

2,952,862,9 (180,688,4) 

・ 

,

60 ,744 ーーー 

‘￥I,492J43,8 
』 
O 

『 
tO, 124 

難幾i紺雄維雌霧灘謝嚇夢嶋縛誓瀞駿轟 

※（ ）内は、特別発売売上又は、臨時特別場間場外発売売上 単位】百円 

売 上 
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平和島競走場でスタートした電話投票シス 

テムは、年度内に住之江、常滑、蒲郡、尼崎 

の各競走場で稼動し、25億3,188万円の売上を 

記録した。 

電話投票システムは、ファンの定着化や潜 

在フアンの掘り起こしにも大きく役立ってお 

り、次年度以降導入を予定している競走場は 

勿論、全競走場への普及が望まれている。 

一方、場外発売については、研究を継続し 

つつ現行制度のなかで着手できるフアン拡大 

策であるとして、業界は、昭和57年から昭和 

60年にかけて、各種イベントの実施、フアン 

クラブの結成、情報誌の発行、前日発売、早 

朝外向前売発売、サマータイムレース、特別 

発売、電話投票等々、精力的に実施してきたo 

ただこの時期、監督官庁である運輸省の意 

向は、 「場外発売を実施したいという希望は 

十分に理解できるが、実施したいというムー 

ド的、感覚的なことでは、対応できない。ま 

た、法制上の整備には莫大なエネルギーを必 

要とし、諸問題について整理する要がある」 

というものであったo 

こうした監督官庁の意向を参考に、昭和59 

年11月、フアン拡大推進委員会が開催され、 

業界の目指す完全な場外発売が設置できるよ 

う具体的に検討するため、 「発売システム研 

究委員会」が設けられた。 

同委員会は、昭和59年12月から昭和60年1 

月にかけて4回開催され、「モーターボート競 

走における場外舟券売場の基本的考え方に関 

する答申」を、フアン拡大推進委員会に提出 

したo 

の発売をしてきたが、最近は遠隔地のフアン 

から場外発売をして欲しいとか、発売所を街 

の中にも造って欲しいとの声も聞かれるよう 

になってきたo 

『フアンあってのモーターボート競走』と 

いう基本理念からすると、多くのファンの方 

の声を反映しなければ“フアンあってのモー 

ターボート競走”とはならないわけで、ぜひ 

とも場外発売を実施して、フアンの要望に応 

えなければならない。」と述ぺ、場外発売場設 

置の必要性を強調した。 

会議では次の項目が決議された。 

①監督官庁をはじめ、関係諸方面に場外発売 

実施の必要性を理解していただき、法制上の 

整備をお願いする。 

②中央に場外実施推進本部を設置し、諸準備 

答申の内容は、おおむね以下のようなもの 

であった。 

「場外舟券売場の設置は、売上不振を打開 

する業界の最重要施策であり、その実施には 

法制上の整備、用地の確保、周辺住民との強 

調等、種々困難はあるが、早急に推進すべき 

であるO] 

フアン拡大推進委員会は、先の答申に沿っ 

て場外発売の推進を行うに当たり、場外発売 

場の設置は最重要テーマであるから、業界全 

体の理解と協力を得る必要があると判断o 昭 

和60年2月、場外促進最高責任者会議を開催 

したo 

挨拶に立った笹川連合会会長は、 

「モーターボート競走では従来より、射倖心 

を高めないとの配慮から、場内に限った舟券 

一
 
一
 
一
 

競技名 占有率（% 

占有率） く
 

モーターボート競走年度別発売形態別売上 公営競技別売上占有率 

発売形態 
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45,435 (0.03) 

臨時場外 

206,655 (0.14) 
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140,425,943 (98.26) 
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142,920,866 (100) 
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※中央競馬は年次売上 
単位：万円（占有率％) 

※外向前売・前日発売は総発売額、ただし返還金については本場内より減算 
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電話投票システム（平和島競走場） 

を行う。 

③競走場ごとに、場外発売場の設置について 

の基本構想を立案するため、連絡本部を設け 

る o 

以上のことを踏まえて、監督官庁には改め 

て業界の意とする方向を説明し、法制上の整 

備をお願いするとともに、推進本部、連絡本 

部を設置したo 

場外発売の気運醸成を図るため、連合会は 

昭和60年6月、競走事業の収益金を活用する 

132団体270名の出席を得て「関連団体打合せ 

会議」を開催。業界の現況と、場外発売の必 

要性、業界の施策に対する協力を要請するな 

ど、全関係者の場外発売に対する理解を促進 

した。 

この間、運輸省では精力的に法制上の整備 

が進められ、昭和60年7月30日には各連絡本 

部の責任者に対し、監督官庁としての意向が 

示される。 

その内容は、「省令（施行規則）の一部改正 

で、場外発売場の設置を認めることができる 

と思われるo 今後は、省令、告示、通達、口 

頭による指導などを整備するが、業界との調 

整も必要である。」というものであった。 

このような経緯のもと、昭和60年9 月14 

日、モーターボート競走法施行規則の一部改 

正が行われ、場外発売場の設置が認められて 

制度的には場外発売が可能となるo 

この改正に併せ、これまで一律に“ギャン 

フルホリディ”としていた水曜日を、競走場 

ごとに定める特定の曜日へと改められたo 

この施行規則の改正により、第28回モータ 

ーボート記念競走（S.57.8.）から開始された 

SG競走の特別発売は、昭和60年10月の第32 

回全日本選手権競走まで、延ぺ14回実施さ 

れ、50の競走場が参加するという実績を残し 

て、無事その役目を終了。発展的に、臨日斜寺 

別場間場外へと道を開いていくのである。 

その後、昭和61年2月12日付で関連4団体 

名により、運輸省海上技術安全局局長宛、場 

外発売に関する告示（昭和60年運輸省告示第 

392号）「場外発売場の位置、構造および設備 

の基準の8」を適用して行う臣郭斜寺別場間場 

外発売の実施について報告がなされ、 3月18 

日付で、競走場を利用する場外発売の実施に 

ついて通達が出された〇 

“いつでも、どこでも、おもしろい競走” 

の旗印のもと、業界が一丸となって臨んだ初 

の臨時特別場間場外発売は、昭和61年3 月、 

平和島競走場で開催された第21回鳳風賞競走 

において、開催後半2日間のすべてのレース 

を対象に、桐生、蒲郡、住之江、福岡の4 競 

走場で実施された。 

さらに、従来からの懸案であった映像につ 

いても、NTTの衛星通信システムを導入して 

本場から他場ノ田央像を送り、好評を得た。 

本場・他場の合計売上は、96億5,856万円を 

記録。 2 日間の他場利用者合計は65,079人 

で、他場売上13億205万円を記録した。 

かくて「臨日割寺別場間場外発売場を増やす 

とともに、発売集計システムの開発を行い、 

他場の締切時間を繰り下げる」ことが、業界 

の次なる目標となった〇 

NTTの衛星通信用アンテナ車・中継車 

売 上
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ボートピア丸亀オープン 

昭和61年度は、日米貿易摩擦問題が一段と 

高まり、急激な円高、ドル安へo また、公定 

歩合の引き下げにより輸出が減少、生産活動 

は停滞して、鉄鋼、造船産業が不況におちい 

るo 

しかし一方では“金余り現象”も起きて、 

企業だけでなく一般市民をも巻き込んだマネ 

ーフィーバーが広がり、株価の高騰をもたら 

しもしたo 

昭和61年度の、公営競技全般の売上は5兆 

3,771億円、対前年度比7.6％増を記録し、入 

場人員も8,854万人、対前年度上ヒ1.7％の増で 

あったo 

入場人員がプラスに転じたのは11年ぶりで 

競 技 名 

中央競馬 

地方競馬 

オートレース 

あった。これは各競技が新たな競走を新設し 

たり、広報宣伝、イベントキャンペーン等、 

積極的にフアンサービスを行ってきた結果と 

いえよう。 

モーターボート競走の昭和61年度売上は、 

1兆4,969億円で対前年度上ヒ4.7％増、入場人 

員は3,444万人、対前年度上ヒ0.8％増であっ 

た o 

売上を競走場別で見ると、西の宮島、下関、 

若松、福岡の4場がマイナスを示したほかは 

他20場すべてがプラスとなり、とくに江戸 

川、蒲郡、琵琶湖の各競走場は10％を超える 

売上を記録した。 

昭和61年度で特筆すべきことは、艇界第1 

号の専用場外発売場「ボートピア丸亀」がオ 

ープン（8月12日）したことであろう。 

公営競技別売上額一覧表 

1,496,973,432 ,5/4 .7 

(354,397,1/o.8 )-. 

無麟上／対前年比 

嚇鱗均売上／対前年比 

ム、 量＋ 
口 口I 

5,377,143,786,6/7 .6 

(464,748,8/6.7) 

224,488,097 ,0/10 .9 

(296,941,9/1.8) 

※中央競馬は年次売上 単位：百円 

昨年9月の省令改正以来、全国各地の施行 

者は場外発売場の実現に向けて動きだしたが、 

なかでも丸亀競走場は、わずか2 ケ月という 

短期間で場外発売場建設を打ち出し、設置に 

向けての準備を開始したのであったo 

一方、ファン拡大推進委員会の「場外発売 

推進本部」は、昭和61年2月にモデル場外施 

設「ボートピア」を、笹川記念会館1階に建 

造、関係者はもとより他競技関係者にも披露 

した。 

このモデル場外発売場は、モーターボート 

競走の明るいイメージを前面に設計されたも 

ので、建物全体の色彩は白と青で統一。設備 

は、インフォメーションコーナー、喫茶コー 

ナーのほか大型テレビや、入口側面には4連 

テレビも設置されて、あらゆる情報を提供で 

きるようになっているo さらに窓口には、発 

売・払戻兼用の高機能を備えた機器が設置し 

てあるなど、“ミニ場外”とはいえ見学者を魅 

了した。 

ちなみに、「ボートピア」命名の由来は、「ピ 

ア」には桟橋、埠頭などの意味があるところ 

から、モーターボート競走が、地域社会や住 

民の方々との架け橋となって地域の発展に役 

立つように～との願いをこめて、というもの。 

丸亀競走場ではこの間にも、 「ボートピア 

丸亀」建設のために、周辺対策や地元関係官 

署との折衝が重ねられていたo そしてようや 

く、 3月着工の運びとなるo 

ボートピア丸亀は、モデル場外発売場を参 

考に、敷地面積741. 57m2、建築面積281. 67m2 

駐車台数45台、総窓口12、その他諸施設とい 

灘 競走名 

轟 競走場名 

麟 優勝者名 

備 考 

5 大特別競走売上●入場者数 

，売 

上 
● 

，入場者数 

γ1

日平均売上 
C 

『 1 日平均入場者数 

，瀞，i第22回鳳風賞競走 

轟 蒲 郡 

」「’誉「ミ「！三国ブcヲち広庄 . 

臨時特別場間場外発売7 場 I 

. 

j7I949I726I2 (2,641,406,2) 
1 18,300 

~ 

ノさ乏z 

r 灘難難購響ーー難懸難誉 
1 ,324,954,4 

19,717 
嚇麟鵬鶴縛麟I興夢嶋が~麟毒麟 

’。 第33回全日本選手権競走 

」轟 桐 生 
~ 

麟嶋岡 孝 . -00,759 C 一6,で警一一一ー一一．A一一 
☆ 臨時特別場間場外発売5 場 I ー ー ピ ーーーー

第~3回笹川賞競走 

住之江 

新田宣夫 

臨時特別場問場外発売5場 

1  

麟鷺麟麟麟麟麟綴麟鷺麟麟鷲難 

売 上 

1 ,014,822,4 6,088,934,3 (1,634,897,9) 

,760,823,8 ~0,564,942,8 (934,150,3) 
~7 " 

C 

36,007 こ 
~ i 嚇灘鳶ーー議縛翻“鵡鳶軸鵬康 

L 灘尋灘癖噴嚇議縛嘩建ミ藻響縛繁霧雄曹嚇鳶撃毒’ 

216,043 

- 

轟
鵬
・
 ,，齢 第32回モーターボート記念競走 

轟こ芦 屋 

麟 倉重宏明 

臨時特別場間場外発売5場 

3,659,212,5 (1, 1 13,396,1 ) 
~麟鷺麟響漸III韓i~ 

58,965 
- ,

 第~回賞金王決定戦競走（グランプリ競走） 

住之江 

彦坂郁雄 ． 翌'35，一一ー一一一 
臨時特別場間場外発売~4場 I ー 

2,472,122,7 (865,209,8) , 824 , 040
,9 

桑 
o 

9 
29,120 

ド繊博鐸喜曹撫夢導謙雄癖嶋奪縄麟縛喚事警畔嚇嶋縛謙癖魂議電霧曝滞晦・ 

事議尋嘱鳶嚇蟻趣鳶雄嚇議s麟‘ 

( ）内は、臨時特別場間場外発売売上、賞金王決定戦競走は6レースのみの売上 単位：百円 
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う規模のミニ場外ではあったが、夏の完成を 

目指し急ピッチで建設が進められた。 

かくて8月12日、艇界初の専用場外「ボー 

トピア丸亀」がオープンするo 場所は、丸亀 

競走場から南西5 kmに位置し、坂出・高松方 

面に向かう国道11号線沿いにある。 

ボートピア丸亀の売上は、発売窓口が5窓 

とミニながら、8月12日から6 日間で2,421万 

円、利用者は3,244人、 1 日平均では売上403 

万円、利用者539人と、当初の予測“1日売上 

200万円、利用者300人”を大きく上回った。 

昭和61年度の、ボートピア丸亀の総売上は 

7億105万円、利用者は64,650人、 1 日平均 

売上609万円、利用者562人であったo 

これは、開催日数115日ということを考えれ 

ばまずまずの出来であり、場外売上占有率も 

全体の1.9％を示した。 

“特筆”事項としてはこのほかにも、この 

年新設された、リーグ方式による「新鋭王座 

決定戦競走」と、プロスポーツ個人賞金日本 

“優勝賞金3,000万円”の「賞金王決定戦競 

走」が、いずれも12月に開催されている。と 

くに、賞金王決定戦競走はフプロスポーツ競 

技としてのモーターボート競走を社会にアピ 

ールし、その認知度向上に大いに貢献したo 

このレースク姫郭耕寺別場間場外発売は、14 

レース場で実施され、 3日間6レースの合計 

売上は、24億7,212万2,700円であったo 

また、初代チャンピオンの栄誉を勝ち獲っ 

たのは彦坂郁雄選手で、昭和61年の獲得賞金 

は1億円を上回り、艇界初の1億レーサー誕 

生となった。 
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※中央競馬は年次売上 
単位：万円（占有率％) 

※外向前売・前日発売は総発売額、ただし返還金については本場内より減算 
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中 L 
ワ1】 」I二 

億8,615万円、節間売上143億4,373万円を記 

録した。 

これらの記録更新は、臨日討寺別場間場外発 

売によるところが大きいが、本場と他場を結 

ぶオンラインシステムの開発でネットワーク 

の構築が進み、場外発売の締切時間が「本場 

締切の10分前」で実施されたことによる効果 

もきわめて大きいo 

なお、昭和62年度における“競走場を利用 

した場外発売”の改善事項は、 7月22日付で 

通達（海総第364号）が出され、賞金王決定戦 

競走の当日、本場で行われる他の競走につい 

ても場外発売ができるようになったこと。 9 

月2日付で通達（海総第441号）が出され、SG 

競走場外発売の締切時間が、本場締切の5分 

前となったこと、などであった。（この“5分 

臨時場外発売場の占有率は、年々増加傾向に 

あった。さらに、利用者数においても、年間 

100万人近い人員を数えていることから、今後 

の売上増に期待がもてた。 

昭和62年度のモーターボート競走の売上は 

新記録ラッシュで、 5月の第14回笹川賞競走 

（尼崎）では、10競走場が臣鍋特別場間場外 

発売を行い、 1レース売上、 1 日売上、節間 

売上のすべて、艇界記録を更新した。とくに 

節間では114億8,255万円を記録して、業界初 

の100億円台を突破したのであったo 

しかし艇界記録はこれにとどまらず、10月 

の第34回全日本選手権競走（平和島）でも、 

節間、1レース、1 日の各売上を更新o また、 

年度末の第23回総理大臣杯競走（戸田）で 

は、1レース売上21億7,422万円、1 日売上54 

し、競走場別では、戸田、江戸川、平和島、 

多摩川、鳴門、丸亀の6場が、10％以上の伸 

び率を示した。 

地区別の1日平均売上をみると、上記6場 

が関東地区、四国地区に集中しているため、 

四国地区で14.6％増、関東地区で13.5％増と 

いう結果であった。 

昭和62年度のSG競走は、全場発売に向け 

て、本場と臨時場外発売場との統一と連携に 

よる、「全国展開」の第一歩を踏みだした年で 

あったカえその結果、SG競走全体の売上は、 

前年度のそれに比べ65.7％増の592億9,043万 

円となる、62年度売上の3.7％を占めた。 

また、本場と臨時場外発売場の売上比率は 

61年度が本場75％対し場外25％であったの 

が、62年度では本場60%、場外40％となり、 

総理大臣杯競走で 

節間売上143億円を記録 
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昭和62年度の日本経済は、円高、ドル安が 

続き、金利の低下が内需を拡大して好況とな 

ったが、一方で、東京など首都圏を中心とし 

た地価は異常なほど高騰し、東京の住宅地、 

商業地の前年度比上昇率は76％と、過去最高 

を記録した。 

公営競技全般では、売上5 JL8,050億円を 

記録、対前年度比8.0％増で、各競技とも売上 

を伸ばして好調な結果を収めた。 

モーターボート競走の売上は、1兆5,906億 

円、対前年度比6.3％増、入場人員3,378万 

人、対前年度比1.9％減であった。 

1 日平均売上は6.7％増という伸び率を示 

競 技 名 

モーターボート 

立血 士ム 

兄兄 早岡 

中央競馬 

5大特別競走売上・入場者数 

1日平均売上 今 
O 

, 1 日平均入場者数 入場者数 

・

，

 

競走名 

競走場名 

優勝者名 

備 考 

公営競技別売上額ー覧表 

2,390,621,9 14,343,731,2 (5,369,245,1 ) 

0 

昇 29,498 
176,985 
- 

- 

●

，

 

●第23回総理大臣杯競走（鳳風賞競走） 

▲戸 田 

罵彦坂郁雄 

☆臨時特別場問場外発売~9場 

1,590,673,908 ,l/6 .3 -年度売上／対前年比 

(378,011,8/6.7)- 暴舞難く下1臓平均売上／対前年比 

2,359,206,0 1;’」,轟与14,155,235,8 (5,027,971,3) 

O 

175,208 

昇29,201 ~ 
- 

●

，

 

第34回全日本選手権競走 

平和島 

今村 豊 

☆臨時特別場間場外発売~8場 

合 計 

5,805,072,810,9/8.0 
(501,128,5/7.8) 

1,337,761,401, 

(343,544 ,3/7. 

8
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1 1 ,482,558,7 (2,350,655,0) 

31,930 191,580 
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第~4回笹川賞競走 

尼 崎 

議野中和夫 

1,973,142,1 

(6,851 ,188 ,1 

☆臨時特別場問場外発売~0場 

地方競馬 

1 ,062,839,2 6,377,034,9 (3,564,666,9) 第33回モーターボート記念競走 

丸 亀 

編 国プじタら広庄 I 

☆臨時特別場間場外発売~2場 

. 

55,506 町25 ~ 

664, 

(272, 

- 

2,155,312, 1 12,931,873,0 (5,630,212,5) 第2回賞金王決定戦競走（グランプリ競走）'' 

住之江 1 
・ 

238,805,903,5/6. 

(315,880,8/6.4) レ 0 

り23,484 
安岐真人 . -4ら905 
臨時特別場問場外発売23場 ， ~ 

両
 

オートレース 

中央競馬は年次売上 単位：百円 
( ）内は、臨時特別場間場外発売売上 賞金王決定戦競走売上には、賞金王シリーズ競走を含む 単位】百円 
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前”については、万全を期すため、当面10分 

前として運用していくことを、業界サイドで 

決定している）o 

▲戸田公園大橋 

競技名 

モーターボー 

競 輪 

中央競馬 

，暴 
‘地方競馬 

オートレース 

占有率（%) 

27.4 

中央競馬は年次売上 

公営競技別売上占有率 

単位】百円 

合 計 5,805,072,810,9 

Sき 
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売 上 

▲戸田競走場全景 

轟
臨
夢
）
警
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発売形態 

電話投票 

モーターボート競走年度別発売形態別売上（占有率） 

~ ,400,816 

外向前売 

0.88) 

2,598,043 

前日発売 

.63) 

27,709, (0.02) 

臨時場外 

2ノ~86 /626 ( 

専用場外 

.37) 

183,514 (0.12 

本場 内 

拡大表示 

 . 

152,670,682 

総売上 

9598) 

~59,067,390 (ioU) 

単位】万円（占有率％) 

外向前売・前日発売は総発売額、たたし返還金については本場内より減算 
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売上、過去最高の 

1リ防，876億円を記録 

昭和63年度の日本経済は、総体的には景気 

拡大の基調にあり、円高、低金利のもと消費 

支出は増大、レジャー全般への支出増をもた 

らしたo 

社会的には、昨年秋に手術を受けられた天 

皇陛下のご容態が急変（9月19日）o 国民一般 

に自粛ムードが広がって、各種行事、イベン 

トなども取り止めるとなる事態力斗目次いだo 

昭和63年度の公営競技全体の売上は、好景 

気を反映して昨年度を大幅に上回り、 6兆 

3,337億円と過去最高を記録する。前年度売 

上に比較すると5,286億円の増加であった。 

一方、入場人員は、全競技で8,662万人を記 

モーターボート 

地方競馬 

両 
オートレース 

録するが、前年度に比べては113万人の減少と 

なったo 

しかし各競技とも、入場人員にカウントさ 

れない専用場外、場間場外、電話投票等で、 

利用者が増加していることは考慮しなければ 

ならないであろう。 

昭和63年度のモーターボート競走の売上は 

1兆6,876億円、対前年度上ヒ6.1％の伸び率を 

示し、昭和55年度に記録したl JE6,309億円を 

8年ぶりに上回る、過去最高となった。ただ 

し場別で見ると、“過去最高”に達したのは関 

東、東海、近畿の7場であった。 

売上が増加した場は20場あり、そのうち10 

％以上の伸びを示したのは戸田、浜名湖、住 

之江、児島の4場で、地区別で見ると、東高 

西低の傾向がみられた。 

公営競技別売上額一覧表 

1,687,665,902,3/ 

(402 , 400, 1/6 . 5)博 

難「’・二 
1,451,068 ,622,9/8 .5 

(376,021,9/9 .5) 

2 , 206 , 748 , 

(7,662,320, 

合 計 

6,333,750,421,8/9 .1 

(552,249,6/10 .2) 

・二斗中央競馬は年次売上 単位】百円 

SG競走の、臨時場外発売の売上は383億 

円、対前年度比74.9％増と、着実に拡大され 

ている。また、電話投票売上は167億円、対前 

年度比19.3％増と、これも確実に普及してい 

る。とくに電話投票は、従来、加入競走場で 

実施されるレースしか舟券を購入できなかっ 

たのが改善されて、第35回全日本選手権競走 

の臨時場外発売実施日の10月11日に戸田、平 

和島の2競走場で、臨時場外発売対応の電話 

投票力Iテわれ普及に大きく貢献した。 

さらに、電話投票新システムの予約投票も 

10月14日から戸田競走場で、次いで11月13日 

から平和島競走場でスタートした。 

「予約投票」は、電話投票加入者が1日の 

レースの任意3レース分を、一度の電話コー 

ルによって“購入予約”し、その継続を途中 

競走名 

競走場名 

優勝者名 

備 考 

で中止しない限り、当該レースの払戻金およ 

び返還金が、次に予約しているレースの投票 

資金へ自動的に繰り入れられる。～というも 

のである。少額でしかも手続きが簡単、レー 

スはたっぷり楽しめるとあって、他競技にも 

未だ類のないこの新システムは、広く注目を 

集めた。 

売上記録では、 5月の笹川賞競走（住之江） 

で1日売上70億4,000万円、節間売上180億 

2,978万円を、続いて10月の全日本選手権競 

走（多摩川）では、 1レース売上22億9,814万 

円を記録し、それぞれの艇界記録を更新した。 

さらに、12月の賞金王決定戦競走（住之江） 

では、1レース売上26億5,267万円、節間売上 

188億858万円という新記録を出し、年度末の 

総理大臣杯競走（戸田）では1レース売上26 

5大特別競走売上●入場者数 

売 上 

，入場者数 

1日平均売上 

o 

9 1日平均入場者数 
第24回総理大臣杯競走（鳳風賞競走） ~6,942,520,2 (7,553,232,7) 

」」議、戸 田 

高橋博文 . ~46.692 
子一臨時特別場間場外発売22場 I ~ー 

2,823,753,4 
鶴鯵離麟綴寒難線難鰍義奪議菱載韓“難糞薄海謡灘鼻峨苦鱗離舞苦麟蝿部灘●ミ熱難主筆魯灘譲 

誓難議●奮維慧纏撫麟薫箕撲纏糠繰建盤響議事雑響麟謙 

息24,449 
第35回全日本選手権競走 ~4,095,221,7 (6,617,944,6) 

多摩川 

今村 豊 ' 125.733 
ニミ’臨時特別場間場外発売22場 I ‘ー“ 

O 

9 

2,349,203,6 
●繰麟」‘緯難鰍柳暴善嚇‘難鞭灘菩譲奪畔奪縄灘離機議毒講藩纏緯繁譲識毒轟織‘畿識職卿ミ 

発癖昌繊ミ麟緯藤繊鱗盤篇義舞纂緯ミ 

20,956 

第~5回笹川賞競走 

住之江 
S 

18,029,782,7 (7,000,882,0) 

安岐真人 . 229,988 --―一ー一一ー一一一一―-

議 臨時特別場間場外発売2~場 ‘ ~ーー 

3,004,963,8 
奪尋機ミ‘難峨‘難鞭‘鋒●鞍難●舞萩紙ミ響I織尊踊報●拳駄首盤鵬護線膏講菩撫瞭筆簿発諸ョ番3‘違奪冷難着‘ 

’繋握議麟響購譲●護馨議舞麟灘耗蹴臓爵 

息38,331 
第34回モーターボート記念競走 l 1 ,039,630,4 (6,402,733,9) 

浜名湖 
，ーーー ．→ー . O 

松野 寛 ■ 98声55r 口 16,476 
☆臨時特別場間場外発売22場 I ー  日 一ー“ー虜

第3回賞金王決定戦競走（グランプリ競走） 18,808,589,3 (10,770,558,9) 

住之江 

野中和夫 ' ~37.284 

臨時特別場問場外発売23場 ， ニー“ 

I ,839,938,4 
難離離難審難●珊ミ畿導議薄議総鱗轟譲麟撫難鍵臓灘f蝉響報麟藁畿善春慧餌舞者爵磯毅難灘尋叫 

3,134,764,8 
締覇嚢鎮； 

22,881 

難 

( ）内は、臨時特別場間場外発売売上 賞金王決定戦競走売上には、賞金王シリーズ競走を含む 単位】百円 

羅麟麟麟麟麟 

士・ I 

ワ1】 エ． 
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1 

▲第3回賞金王決定戦競走優勝戦1周1マークの攻防 

競技名 占有率（%) 

※中央競馬は年次売上 

公営競技別売上占有率 

鷺舞落難警難難言麟響護鷲騒 

億7,028万円と“艇界1レース売上記録”を更 

新している。 

なお、業界で初めて、前日発売を午後7時 

30分まで行うことにした福岡競走場では、 4 

月29日から発売を開始したが、初日が「天皇 

誕生日」の祝日だったこともあって、午後3 

時15分の発売開始時には、 4つの窓口にそれ 

ぞれ20人を超える列ができるなど、予想以上 

の滑りだしをみせたo 

▲優勝・野中和夫選手 

モーターボート競走年度別発売形態別売上（占有率） 

発売形態 

拡大表示 

― つ 

・ 

雷言壬土凸亜 
‘七,ロI~」メ、ンパ 単位】百円 

聯爵戴必譲知子山1一, 

織難轍舞撫 
誤 

1 ,678,479 (0.99) 

外向前売 「
I‘

・

 50
 ,421 ,8 33 （

く
〕
 

(b 
三
一
ロ
 

合
 2,963,283 (1.76) 

前日発売 

68,506 (0.04) 

臨時場外

3,834,535 (2.27) 

専用場外

299,032 (0.18) 

本場内 

159,922,755 

総売上 

94.76) 

~68,766,590 (100) 

単位】万円（占有率％) 

※外向前売・前日発売は総発売額、たたし返還金については本場内より減算 
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売上「1兆9,588億円」、 

巧年ぶりに2桁の伸び 

昭和64年1月7日、昭和天皇が崩御され、 

足掛け65年に及ぶ「昭和」は幕を閉じた。翌 

8 日、元号は「平成」と改まる。 

平成元年度は4月に消費税が導入され、ほ 

とんどの商品やサービスに3％の税が課せら 

れるが、景気は依然として拡大し、その一方 

では人手不足力叫架刻化した年であったo 

また、政治面においては、竹下首相、宇野 

首相、海部首相と、政権がめまぐるしく代る 

など激動の年でもあった。 

平成元年度の公営競技全般の売上は、各競 

技とも順調な伸びをみせ、昨年度（6 JE3,337 

億円）を大幅に上回る7Jヒ3,498億円と、過去 

競 技 名 

モータ→」ミート 

競 輪 

中央競馬 

地方競馬 

プ＝ l 
ワ1】 ．」二 

るolレース売上36億483万円、1 日売上91億 

9,455万円、節間売上では249億650万円という 

もので、業界初の節間200億円台に乗せ、記録 

を更新した。 

これら、SG競走における艇界売上記録更新 

は、臨時場間場外発売の充実によるものであ 

り、場外発売の占有率は、平均すると56％に 

も及んでいるo この傾向は、今後さらに強く 

なるものと考えられる。 

平成元年度の電話投票は、鳴門競走場が加 

わって全国16競走場となったo 会員数も前年 

度より7,600人増加して、4万1,655人となっ 

たo 

電話投票の総売上に対する占有率は1.10% 

であるが、会員数の増加とともに今後さらに 

上昇していくことが予測される。 

らびに外向前売発売利用者の増加、等が挙げ 

られる。 

競走場別売上も、下関47.2％増（対前年度 

144億円増）、福岡41.9％増（対前年度324億円 

増）など、すばらしい伸び率を示したが、こ 

の要因としては、両場ともSG競走を開催し 

ていること、電話投票や外向前売発売の施策 

が好結果をもたらしたこと、などが考えられ 

る o 

売上記録では10月の全日本選手権競走（住 

之江）で、 1レース売上28億6,774万円、 1 日 

売上75億3,665万円、節間売上196億786万円 

を記録し、すべての艇界記録を更新した。と 

ころが、同じく住之江競走場で実施された12 

月の賞金王決定戦競走（賞金王シリーズ競走 

を含む）では、これをさらに上回る記録が出 

最高を記録。また、入場人員も9,018万人を記 

録し、昨年度より356万人の増加となった。 

モーターボート競走の売上は、lJヒ9,588億 

円、対前年度比16.1％増を示し、すべての競 

走場で売上増となった。このため、過去の自 

場最高売上に未だ達していない競走場も、 9 

場へと減少した。 

SG競走の臨時場外発売の売上は504億円 

で、対前年度比31.7％増。電話投票の売上も 

215億円で対前年度上ヒ21.2％増と、こちらも確 

実に増加しているo また、入場人員は3,410万 

人で対前年度比2.7％の増加であった。 

売上増加の要因としては、好景気による消 

費拡大を背景に、臨時場間場外の定着、特別 

タイトル（企業杯）競走の増加、新鋭リーグ・ 

女子リーグ戦競走の定着、電話投票利用者な 

5大特別競走売上●入場者数 
公営競技別売上額一覧表 

1日平均売上 志 ト 
ノし ~ 参 

O 

『 1 日平均入場者数 
S 

，入場者数 

響競走名 

，轟 競走場名 

轍優勝者名 

備 考 
1,958,867,823 ,9/I 

罵鷲鷲麟4/14.9 
、‘レい17二て””ー 

3,648,590,3 

ソ」；く；s，女し予、二よ暴く膏こ笛、●◇「叱，、く ・’叫ぐ 

轡第25回総理大臣杯競走（鳳風賞競走） 婦三にI1,542,0 (9,945,170,9) 
▲平和島 yr ー・ーーー細・ 

難岩口昭三 ' 164,633 
☆臨時特別場間場外発売22場 I ~一““酬 

,3

,267

,977 , 1 

0 

929,20無一 

" ~ 9,607,862,8 (8,997,328,4) 

警 
S 

, 175 ,202 二二ご一ーーーーーーー 

欝第36回全日本選手権競走 

‘轟、住之江 

麟 瀬古 修 

臨時特別場間場外発売23場 

合 計 

1,349,824,928,1/16.0 
(631,536,8/14.4) 

,'2,054,924,6 
菅と声葺ひにこ弘中‘Aム,いさ．,、噌m、う鼻●；鵬8嚇gbどこ、 

プ1 
麟第―6回笹川賞競走 婦」2,329,547,8 (8,689,94に 
轟下 関 v 

2 ,554,520,1麟鷺麟 
(8,869I86l6鷹麟 

’叱名・弾う1垂：f苫， 
ー、弓議譲！I 

、こ 轟 下 関 
O 

『 14
,398 

黒明良光 ' 86,389 

臨時特別場間場外発売23場 I ー 

2,375,102,6 灘第35回モーターボート記念競走 緋14 ,250,615,6 (8,533,454,6) 

轟 福 岡 驚 

鷲松田雅文 ' 93,5口 

臨時牛朗惨間場外発売22場 I ー 

舜或叫く島ド◇臭ち‘くびかヒ・ゾミ零2喜六、む‘ぎ敏, 

15,586 

4,160,844,6 

25,538 

- 

命24,906,506,8 (14,325,328,4) 難第4回賞金王決定戦競走（グランプリ競走） 

轟 住之江 

鱗福永達夫 ' 153,233------―一― 

臨時特別場間場外発売23場 ， ~ーーーーーーーーー一ーーーーーーーーーーーー’ 中央競馬は年次売上 単位：百円 

両
 

オートレース 

島曽‘‘恥‘i静臨‘’竜b4I「ミ 

報ぐ「l曽講賞，;g賞iiI 

※（ ）内は、臨時特別場間場外発売売上 賞金王決定戦競走売上には、賞金王シリーズ競走を含む 単位】百円 
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1 

~ 

また、予約投票の状況は、現在、戸田、平 

和島、住之江の3場で実施されているが、 

上は電話投票全体の5％前後となっているo 

一方、電話投票による臨時場外発売対万麟易 

は、戸田、平和島、大村、住之江の4 競走場 

であるが、より質の高いフアンサービスのた 

めにも、今後の、各競走場での増設・対応が 

強く望まれる〇 

競技名 占有率（% 

・】・中央競馬は年次売上 

26.7 

・柵冊 

上
 

売
 

売
 

小 切 

綴33 00( l然t2 
ulII手、場f馴U奴馴Iンマンご」‘7Y 

振ii;人 大阪府都市競艇組合了 

、財II本船舶振興会 

麟きミ奪ミ難麟麟麟轟奪桑舞舞騒麟曹 

▲優勝 福永達夫選手 

▲第4回賞金王決定戦競走1周2マークの攻防 
H川川川川川川川川川川~川川川川川川川mm川川~川川H川川川川川廿川川廿川川川川川川川H川川川川~川川 

モーターボート競走年度別発売形態別売上（占有率） 公営競技別売上占有率 

発売形態 

拡大表示 

→ 

巨1云三4二＋八ノ面 
甲ノ百白丁又ラうミ 

2,151,841 

外向前売 

、

フ

 

単位】百円 

3,603,703 

前日発売 

84
 

103,083 (0.05) 

臨時場外 

5,049ノ~23 

専用場外 

、

、

ー

 
ノ
 

8
 

に
J
 

(

／

」

 

/

I

ー

、

 

、ノ 8
 

⑩
 

350,367 

本場 内 

184,628,665 

総売上 

に
J
 

(

／

」

 

4
' 

aJ 

195,886,782 (ioU) 

単位】万円（占有率％) 

外向前売・前日発売は総発売額、ただし返還金については本場内より減算 
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~~ 
中 L 
ワ1】 ーI二 

売や電話投票の利用者 

が増大したこと、など 

が挙げられる。 

平成2年度で特筆す 

べきことは、艇界第2 

号の専用場外発売場 

「ボートピア姫路」が、 

平成2 年12月14日竣 

工し、翌平成3年1月 

9 日に待望のオープン 

をしたことであろう。 ▲ボートピア姫路・情報コーナー 

ボートピア姫路は、兵庫県姫路駅から徒歩 

でわずかに5分。市内有数の繁華街「魚町」 

という場所に位置し、シャープで華麗な外観 

とハイグレードな雰囲気を醸し出す各フロア 

は、レジャー感覚でいっぱいだ。男性ファン 

調に推移した。 

これら売上増加の要因には、好景気が背景 

にあるとはいえ、各競走場の企業努力が実を 

結び場内売上が伸びたこと、SG競走の臨時場 

間場外発売のさらなる定着と早朝外向前売発 

と好調な成績を納めたo 

入場人員については、昭和50年当時4,500万 

人を記録したが、以後減少傾向か続いていた。 

こうした競走場内への入場者減にもようやく 

歯止めがかかったわけで、さらに場間場外発 

売をはじめ外向前売発売や電話投票の利用者 

を含めると4,400万人になり、ほほ最高時に近 

いところまで回復しているo 

一方、SG競走の臨時場間場外発売の売上は 

716億円、対前年度比42 . 0％増と確実に増加、 

前日発売は13億円、対前年度比29.6％増、外 

向前売発売（早朝含む）についても446億円、 

対前年度比24.0％増と上昇を続けているo 

電話投票については、今年度三国（H2 .4. 5)、 

徳山（H2.11.8）が導入し、全国では18場と 

なり、売上264億円、対前年度比22 . 7％増と順 

売上2兆円を突破／ 

～ボートピア姫路オープン～ 

鷺
 

平成2年度の日本経済は、高金利、株安、 

さらには中東情勢の緊迫化による原油高と政 

治不安から、消費および投資に対する懸念が 

強まり、好景気に対しても不安感が漂いはじ 

めたo しかしそれでも、人々の余暇活動は依 

然活発であり、個人消費は拡大され、好景気 

は持続された。 

この好景気を背景に、公営競技の売上は8 

兆4,611億円を記録。対前年度比15.1％増で、 

各競技とも順調に売上を伸ばした0 

モーターボート競走の売上は、過去最高の 

2JE1,934億円を記録し対前年度上ヒ12.0％増、 

入場人員は、3,476万人で対前年度上ヒ1.9％増 

競 技 名 

モーターボート 

競 輪 

5大特別競走売上・入場者数 
公営競技別売上額ー覧表 

1日平均売上 上
 

売
 紗

 
0 

9 1日平均入場者数 入場者数 

●

，

 

麟 競走名 

競走場名 

優勝者名 

備 考 

年度売上／対前年比 

1日平均売上／対前年比 

2 ,193 ,468 ,291,3 12 .0 

(516 ,353 ,2 11.7) 

夢4 ,384,302,4 
,26

,305

,814

,2

(14

,323

,901 ,6 ) 欝第26回総理大臣杯競走（鳳鳳賞競走） 

轟 平和島 
~ Iへ 

野中和夫 . -47,580 亡 24,596 一―-―一一一一一一ー一 
臨時特別場間場外発売23場 I ~ 甘 ＝ 

一“嘱ii・i鷲 
臨時特別場間場外発売23場 

,4

,

I24 ,7I4
,8 

24,748,289,2 (13,048,868,9) 第37回全日本選手権競走 

戸 田 
入 I I ~ ' 

でデ不り 童 . 170,423 fl 28,403 
臨時特別場問場外発売23場 I ~ 甘 ~ー“

1, 884 , 654 , 311, 

(480 ,656 ,5 ,/Il 

0 
●

，

 

4,625,298, 1 

,
 

,27 557 -466
(12

,670 , 1 19
,5 ) 

&098,457,2与導7驚・・h「.讐驚曹 

(10 ,758 ,532 ,1 '21,3) 第~7回笹川賞競走 

住之江 
~ 

野中和夫 .219 ,797 O 3§＝！些子一一一一一ー一ー一ー一 
臨時特別場間場外発売23場 ， ででででででででででででででででででr 甘 で！！でで二！二~ 

合 計 

8 ,461,133 ,567 ,5/15.1 

j
 中央競馬 

具
U
日
 

(726,651 ,8/15.0) 

2,787,462,5 

町70 ~ 

~ 

5,083,375,0 

ク
〇
冒
（
ず
 

I6,724,775,3 (12,475,915, 1) 第36回モーターボート記念競走 

丸 亀 

平尾修ニ . 58,208 
臨時特別場間場外発売23場 I ー 

949,344 ,192 ,4 11.8 

(392,290 ,9 12 .5) 無
両
 

地方競馬 

335 ,209 ,506 ,7/11.0 

(437,039 ,7 j 11.1) 

オートレース 

中央競馬は年次売上 単位】百円 

● 

第5回賞金王決定戦競走（クラノプリ競走）卿農500,250H ('9J60,5(9H ) 
住之江 ’ ーーーーーーーー

.
高山秀則 . 156,076 
臨時特別場問場外発売23場 ， ~ 

26,012 

~ 

A
り目］ 

( ）内は、臨時特別場問場外発売売上 賞金王決定戦競走売上には、賞金王シリーズ競走を含む 単位】百円 
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はもちろんのこと、若いカップルやご家族連 

れでも楽しめる、明るく、遊び心がはじける 

新コミュニティスペースとなっているo 

その規模は、本館が地下2階地上5階、窓 

口数＝発売41窓、払戻9窓、収容人員1,500 

人。別館が地下1階地上5階、窓口数＝発売 

4 窓、払戻2窓、収容人員（会員専用）59人 

となっている。 

いずれも洗練された近代設備であるが、特 

に、尼崎競走場から発信される各種情報がリ 

アルタイムで見られる情報コーナーの6連モ 

ニター、レース展開を放映するスーパーワイ 

ドビジョンなど、最先端のニューメディアが 

導入され、まるでレース場にいるような臨場 

感があり、好評を博しているo 

とりあえず、本館が平成3年1月9日にオ 

競技名 占有率（%) 

※中央競馬は年次売上 

ープンしたが、売上も好調で、同年3月26日 

までの40日間合計で26億8,921万円を記録、利 

用者数も81 , 833人に達したo l 日平均売上 

は、これまで6,723万円、1日平均利用者2,045 

人と当初の予測を大幅に上回る結果をみせて 

いる。 

このボートピア姫路の年間開催日数は、240 

日で、その内訳は尼崎競走場が180日、住之江 

競走場が60日である。（なお、住之江競走場の 

開催は、平成3年6月後半から予定されている） 

また、ボートピア姫路は業界では初めて、 

舟券発売業務を施行者から兵庫県モーターポ 

ート競走会か業務委託を受けて実施し、従来 

の競走会業務をさらに拡大した画期的な試み 

として注目され、今後の成果が大いに期待さ 

れている。 

公営競技別売上占有率 

鼻1悼●i'；苛審喜誠寅霧織番受曽革h'h ' 

，「Iギ「秘素申‘か円脅1 

書I難翼濡●難「晋“ 

▲ボートピア姫路・映像調整室 

モーターボート競走年度別発売形態別売上（占有率） 

拡大表示 

~ーー→ 

発売形態 

電話投票 

2,640,557 (1.20) 

外向前売 

円
 

百
 

位
 

単
 

4,468,077 (2.04) 

前日発売 

133,594 (0.06) 

臨時場外 

7,167,932 (3.27) 

専用場外 

686,494 (0 .31 

本場内 

204,250,175 (93. 12) 

総売上 

219,346,829 (100.00) 

早位 万円（占有率％) l 

※外向前売・前日発売は総発売額、ただし返還金については本場内より減算 
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この本格的な専用場外発売場のオープンは 

また、艇界の本格的な「場外時代」の幕開け 

を告げるものでもあり、ファンからはさらに 

第3、第4のポートピアが全国各地に設置さ 

れることを強く望まれた〇 

平成2年度の売上新記録は5月の第17回笹 

川賞競走（住之江）で節間売上275億5,714万 

円、1日売上108億4,743万円、1レース売上41 

億42万円を売上、艇界記録を更新した。 

また同競走では、平成元年11月17日付で運 

輸省から出された通達による臨時場間場外発 

売の日数拡大に伴い、業界で初めて戸田競走 

場が、併用発売2日間を含む後半4 日間の全 

レースを対象に場間場外発売を実施、売上17 

億6,077万円を記録した〇さらに12月、住之江 

競走場で開催された「第5回賞金王決定戦競 

走（賞金王シリーズ競走含む）」では、全国23 

競走場で3日間、場間場外発売が実施され、 

節間売上目標の300億円を上回る305億円を達 

成、 1レース売上48億595万円、1 日売上119 

億4,367万円を記録し、5月の笹川賞での売上 

記録をすべて更新したo 

この競走の場間場外発売の売上は、191億円 

を記録、本場売上114億円を大幅に上回り場間 

場外発売の威力を関係者に見せつけた。 

‘ポートヒア姫路・別館全景 

A ボートヒア姫路・有料席 
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